
営業倉庫として現在活躍中
の、スタンダードなハイブ
リッドフレックスハウス。

コストを抑えた、ハーフハ
イブリッドもラインナップ
に加わりました。

大型クレーンの設置により、
作業効率がアップ。

生産性向上・効率労働をサポート
高品質で堅牢な営業倉庫『ハイブリッドフレックス』

建築事業統括本部

市街地調整区域でもご相談ください
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交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

69
（−20）

31
（−1）

24
（＋5）

4
（±0）

128
（−16）

交通事故死者数（人）

8月31日現在 10月12日現在

1,745
（−180）

2,106
（−212）

全国の死亡
事故件数

1,712
（−161）

令和２年８月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ
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10月15日号

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,573 94.5%

一　般 ― 90.6%
宅配便（千個） 430,533 108.2%

輸送統計
令和２年７月分
▶国土交通省調べ

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

10/15〜11/14  2764
11/15〜12/14  8429
　　　

２・3
・�トラック協会ニュース
・�官公庁ニュース（国交省等）

4・5
・写真で見る

『点検のポイント』
　～全ト協制作

日常点検DVDより～
第２回「タイヤ交換」

6 ・全ト協「トラック輸送に
関する意識調査2020」

8
・女性の輝く現場から
トラガールのお仕事。
三津浜運送㈲（愛媛県）

新居田 ありさ さん

7 ・�令和３年度 全ト協税制改
正・予算要望項目

　

理
事
会
で
は
︑
坂
本
会
長

の
あ
い
さ
つ
︵
詳
細
別
項
︶

に
続
き
︑
国
土
交
通
省
の
秡

川
直
也
自
動
車
局
長
が
あ
い

さ
つ
し
た
︵
詳
細
２
面
︶︒

　

議
事
と
し
て
は
︑
①
会
員

の
入
退
会
お
よ
び
代
表
者
変

更
（
案
）︑
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対

策
に
係
る
会
員
事
業
者
普
通

会
員
お
よ
び
賛
助
会
員
の
会

費
免
除
（
令
和
２
年
10
月
~

12
月
の
３
か
月
）（
案
）
︱

︱
に
つ
い
て
審
議
し
︑
原
案

通
り
承
認
さ
れ
た
︒

　

②
に
関
し
て
は
︑
全
ト
協

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
本
部
（
本
部
長
・
坂

本
会
長
）
に
お
い
て
︑
同
感

染
症
に
関
す
る
諸
対
策
の
一

環
と
し
て
︑
既
に
２
年
５
月

~
９
月
の
５
か
月
分
の
会
費

の
免
除
を
行
っ
て
い
る
が
︑

同
感
染
症
の
収
束
が
未
だ
先

行
き
不
透
明
な
状
況
に
鑑

み
︑全
て
の
会
員
（
第
１
種
︑

第
２
種
︑
第
３
種
の
各
普
通

会
員
お
よ
び
賛
助
会
員
）
を

対
象
に
︑
引
き
続
き
２
年
10

月
~
12
月
の
３
か
月
分
の
会

費
を
免
除
し
︑
各
都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
な
ら
び
に
会

員
事
業
者
へ
の
支
援
を
継
続

し
て
い
く
︒

　

報
告
事
項
と
し
て
は
︑
①

小
規
模
事
業
者
コ
ロ
ナ
時
・

災
害
時
特
別
対
策
委
員
会
に

つ
い
て
︑
②
道
路
委
員
会
に

つ
い
て
︑
③
３
年
度
税
制
改

　

冒
頭
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
苦
労

さ
れ
て
い
る
皆
様
方
に
対
し

て
︑
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
︒

　

我
々
運
送
事
業
者
は
︑
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
非
常
に
苦

し
い
状
況
下
に
お
い
て
も
輸

送
の
第
一
線
で
奮
闘
し
︑
我

が
国
社
会
に
対
し
て
貢
献
を

続
け
て
き
て
い
ま
す
︒
生
活

者
の
皆
様
か
ら
は
我
々
に
対

し
て
︑﹁
や
っ
ぱ
り
ト
ラ
ッ
ク

は
す
ご
い
﹂
と
ご
認
識
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
︒
ま
ず
︑

運
送
事
業
者
の
皆
様
方
に
対

し
て
敬
意
を
表
し
た
い
と
思

い
ま
す
︒

　

一
方
で
︑
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
は

ま
だ
ま
だ
収
ま
る
気
配
を
見

せ
て
お
り
ま
せ
ん
︒
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
社
会

に
必
要
不
可
欠
な
労
働
者
）

と
し
て
物
流
の
最
前
線
で
励

ん
で
お
ら
れ
る
運
送
事
業
者

の
皆
様
方
に
対
し
︑
よ
り
一

層
の
ご
精
進
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
︒

　

さ
て
︑
国
土
交
通
省
﹁
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
ト
ラ
ッ
ク
業
界
へ
の

影
響
調
査
﹂に
よ
り
ま
す
と
︑

運
送
収
入
が
20
％
以
上
減
少

し
た
事
業
者
が
︑
７
月
は
全

体
の
26
％
で
し
た
が
︑
８
月

に
は
21
％
と
な
り
ま
し
た
︒

輸
送
品
目
に
よ
っ
て
状
況
に

は
差
異
が
あ
る
も
の
の
︑
少

正
・
予
算
に
関
す
る
要
望
事

項
に
つ
い
て
︑
④
改
善
基
準

告
示
の
見
直
し
に
つ
い
て
︱

︱
な
ど
を
報
告
︒

　

①
に
つ
い
て
は
︑
９
月
１

日
に
実
施
し
た
第
１
回
委
員

会
に
つ
い
て
︑
吉
野
雅
山
委

員
長
（
全
ト
協
理
事
・
日
本

貨
物
運
送
協
同
組
合
連
合
会

会
長
）
が
報
告
を
行
っ
た
ほ

か
︑
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
も
報
告
︒
９
月
下
旬

か
ら
10
月
下
旬
に
か
け
て
︑

47
都
道
府
県
１
１
０
０
事
業

者
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

触
れ
た
上
で
︑
吉
野
委
員
長

は
﹁
同
ア
ン
ケ
ー
ト
は
現
状

把
握
の
た
め
に
必
要
不
可
欠

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
改

善
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
︒

　

一
方
で
︑
事
業
者
に
対
す

る
支
援
制
度
の
活
用
状
況
を

み
ま
す
と
︑
政
府
系
・
民
間

金
融
機
関
に
よ
る
融
資
や
持

続
化
給
付
金
な
ど
と
い
っ
た

資
金
繰
り
支
援
に
つ
い
て
は

42
％
の
事
業
者
が
活
用
し
て

い
る
ほ
か
︑
雇
用
調
整
助
成

金
に
つ
い
て
は
44
％
の
事
業

者
が
活
用
し
て
い
る
と
い
う

結
果
が
出
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
て
い
る
事
業
者

も
お
ら
れ
ま
す
︒

　

全
ト
協
と
い
た
し
ま
し
て

も
︑
コ
ロ
ナ
禍
に
立
ち
向
か

う
べ
く
︑
厳
し
い
苦
境
に
直

面
し
て
お
ら
れ
る
事
業
者
の

皆
様
が
様
々
な
交
付
金
を
活

用
し
て
経
営
を
持
続
で
き
る

よ
う
︑
国
交
省
の
お
力
を
頂

戴
し
な
が
ら
努
力
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

　

一
方
で
︑
今
後
の
課
題
と

な
っ
て
く
る
の
が
︑
こ
の
４
月

に
告
示
さ
れ
ま
し
た
﹁
標
準

よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
︒
運
送
事
業
者

の
皆
様
方
に
お
か
れ
て
は
︑

国
交
省
な
ど
行
政
に
対
し
て

積
極
的
に
当
該
情
報
を
お
伝

え
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
︒
全
ト
協
と
い
た
し
ま
し

て
も
︑
業
界
の
健
全
な
発
展

に
向
け
て
︑
国
交
省
な
ど
と

と
も
に
精
力
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
︒

　

改
め
て
言
う
ま
で
も
な

く
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
は

中
小
・
零
細
事
業
者
の
占
め

る
割
合
が
高
い
業
界
で
す
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
10
月
８
日
に
開
催
さ
れ

た
正
副
会
長
会
議
に
お
い

て
︑
熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
住
永
豊
武
会
長
）
に
対
し

て
御
見
舞
金
を
贈
呈
し
た
︒

　

熊
本
県
で
は
︑
７
月
３
日

か
ら
の
﹁
令
和
２
年
７
月
豪

雨
﹂
に
よ
り
︑
球
磨
川
で
氾

濫
が
発
生
す
る
な
ど
甚
大
な

被
害
を
受
け
て
い
る
︒

　

正
副
会
長
会
議
の
冒
頭
︑

坂
本
克
己
全
ト
協
会
長
よ
り

下
川
公
一
郎
熊
本
県
ト
協
副

会
長
に
対
し
て
目
録
が
贈
呈

さ
れ
た
︒

な
も
の
︒
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の

ご
協
力
を
強
く
お
願
い
し
た

い
﹂
と
述
べ
た
︒

　

ま
た
︑
③
に
つ
い
て
は
︑

８
月
26
日
開
催
の
第
１
回
道

路
委
員
会
な
ら
び
に
９
月
２

日
開
催
の
第
８
回
税
制
委
員

会
で
承
認
さ
れ
た
内
容
を
取

り
ま
と
め
た
上
で
策
定
︒﹁
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
各
種
軽
減
措
置
の
延

長
﹂
な
ど
税
制
改
正
関
連
要

望
項
目
と
し
て
５
項
目
︑﹁
高

速
道
路
料
金
等
の
引
下
げ
﹂

や
﹁
道
路
の
積
極
的
な
活
用

に
向
け
た
諸
施
策
の
実
現
﹂︑

﹁
働
き
方
改
革
実
現
の
た
め

の
諸
対
策
に
係
る
補
助
・
助

成
の
拡
充
﹂
な
ど
予
算
関
連

要
望
項
目
と
し
て
４
項
目
を

設
け
た
︵
詳
細
７
面
︶︒

　

な
お
︑
要
望
書
に
つ
い
て

は
︑
で
き
る
だ
け
早
く
各
都

道
府
県
ト
協
に
配
布
︒今
後
︑

全
ト
協
・
都
道
府
県
ト
協
が

連
携
し
︑
陳
情
・
要
望
活
動

を
展
開
し
て
い
く
︒

　

最
後
に
︑
国
交
省
の
長
谷

川
朋
弘
道
路
局
高
速
道
路
課

長
が
﹁
道
路
行
政
の
最
近
の

話
題
に
つ
い
て
﹂︑
ま
た
伊
地

知
英
己
自
動
車
局
貨
物
課
長

が
﹁
最
近
の
ト
ラ
ッ
ク
行
政

に
つ
い
て
﹂
と
題
し
て
説
明

を
行
っ
た
︒

的
な
運
賃
の
さ
ら
な
る
浸

透
﹂
で
す
︒
ま
た
︑
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
法
改
正
に
伴

う
︑﹁
荷
主
対
策
の
深
度
化
﹂

や
﹁
規
制
の
適
正
化
﹂
も
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
︒
決
し
て
﹁
悪
貨
が
良

貨
を
駆
逐
す
る
﹂
こ
と
の
な

い
よ
う
︑
悪
質
な
事
業
者
を

排
除
す
る
と
と
も
に
︑
悪
質

な
荷
主
が
糾
弾
さ
れ
︑
真
面

目
な
事
業
者
が
社
会
に
お
い

て
正
当
な
評
価
が
な
さ
れ
る

真
面
目
に
事
業
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
る
中
小
・
零
細
運

送
事
業
者
の
皆
様
方
に
は
︑

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
や
Ｉ
ｏ

Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
）
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら

輸
送
を
効
率
化
し
︑
大
き
く

飛
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
︒

　

全
ト
協
と
い
た
し
ま
し
て

も
︑
真
面
目
な
中
小
・
零
細

事
業
者
の
経
営
を
守
り
︑
健

全
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
の

で
き
る
業
界
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
中
小
事
業
者
の
経
営
を
守
る

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
中
小
事
業
者
の
経
営
を
守
る

行
政
と
連
携
し
て
対
策
を
推
進

行
政
と
連
携
し
て
対
策
を
推
進

坂
本
会
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

坂
本
会
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
10
月
８
日
︑
第
１
８
７
回
理
事

会
を
大
阪
府
大
阪
市
の
大
阪
府
立
国
際
会
議
場
（
グ
ラ
ン

キ
ュ
ー
ブ
大
阪
）
で
開
催
し
た
︒

　
坂
本
克
己
全
ト
協
会
長
は
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
︑﹁
コ
ロ

ナ
禍
は
ま
だ
ま
だ
収
ま
る
気
配
を
見
せ
て
い
な
い
︒
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
物
流
の
最
前
線
で
励
ん
で

お
ら
れ
る
運
送
事
業
者
の
皆
様
方
に
対
し
︑
よ
り
一
層
の

ご
精
進
を
お
願
い
し
た
い
﹂
と
述
べ
た
︒

　
な
お
︑　
同
日
に
は
同
会
場
に
て
︑
第
25
回
全
国
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
大
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
︑
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
︑
６
月
25
日

に
開
催
さ
れ
た
第
97
回
通
常
総
会
に
お
い
て
事
業
者
大
会

の
開
催
中
止
が
決
定
し
て
い
た
︒

熊本県ト協に御見舞金を贈呈熊本県ト協に御見舞金を贈呈
「令和２年７月豪雨」による被害受け「令和２年７月豪雨」による被害受け

「中小零細事業者の経営を守るため、コロナ禍に立ち向かってまいりたい」とあいさつする坂本会長
（10月8日、大阪府立国際会議場）

下川熊本県ト協副会長㊧に目録を手渡す坂本全ト協会長㊨（10月8日、
大阪府立国際会議場）

伊地知　英己
国交省自動車局貨物課長

長谷川　朋弘
国交省道路局高速道路課長

坂本克己全ト協会長

秡川　直也 
国交省自動車局長

令和３年度税制改正・予算要望事項が決定令和３年度税制改正・予算要望事項が決定
全ト協　第187回理事会

「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」
に
対
す
る
支
援
を
要
請
へ

「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」
に
対
す
る
支
援
を
要
請
へ

令
和
２
年
10
月
～
12
月
の
３
か
月　

普
通
・
賛
助
会
員
の
会
費
を
免
除

全
ト
協



（2）第2163号（第3種郵便物認可）令和2年（2020年）10月15日

～高速道路編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�高速道路とは、高速自動車国道と自動車専用道路をいう。（ ○・× ）

❷	�長時間高速走行をしたり、夜間に高速走行をすると速度感が鈍って、
スピードが落ちてくる傾向があるので注意する。（ ○・× ）

❸	�高速道路の加速車線や減速車線、路側帯や路肩は本線車道に含まれな
いが、登坂車線は本線車道に含まれる。（ ○・× ）

❹	�強風時は、特にトンネルや切通しの出口では横風でハンドルを取られ
やすいので注意する。（ ○・× ）

❺	�高速道路から一般道路に出たときは、速度が遅くなりがちである。　
（ ○・× ）

（解答は7面）

横断中、追突、左折時の死亡事故多発！！
〔第99回〕

　全日本トラック協会では、このほど、令和元年の最新データを
反映した「事業用貨物自動車の交通事故の発生状況」を公表し
ました。事故の発生状況を踏まえて、再度、安全運転と事故防止
を意識づけましょう。

●令和元年の事故発生状況

Ａさん「最近、全日本トラック協会が発表した『事業用貨物自動
車の交通事故の発生状況』はもう目を通したかい」

Ｂさん「もちろん。でも概要を少し教えてよ」
Ａさん「事故発生件数は、平成22年の21,049件から、令和元年

には11,629件と順調に減少しているんだ。10年間で、
9,420件（44.8％）減少しているんだ」

Ｂさん「僕たちの努力が結果に現れているね」
Ａさん「そうだね。各ドライバーが努力して事故を減らしている

のはその通りだけれども、まだまだ取り組む課題はたく
さんあるよ。たとえば、令和元年中に発生した事業用貨
物自動車の死亡事故件数は239件。うち、対歩行者が
105件、車両相互が109件、車両単独が24件となってい
る」

Ｂさん「対歩行者と車両相互で９割を占めているんだね」
Ａさん「それぞれの特徴をみると、対歩行者の死亡事故は『横断

中』が61件、車両相互の死亡事故では『追突』が37件、
そして24件の『左折時衝突』が目立っている。ところで、
これらの事故についてＢさんは、どんな対策をしている
のかな」

●歩行者優先を徹底する

Ｂさん「当たり前だけれども歩行者優先の徹底だね。だから、信
号のない交差点に接近した場合、歩行者がいるかどうか
わからない時は、必ず横断歩道の手前で止まれる速度に
落としているよ。見通しの悪い交差点だと、交差点を通
過する直前に歩行者や自転車が飛び出してくることも少
なくないからね。もちろん、歩行者がいる時は一時停
止。ほかにも、前方に横断歩道があることを示す路面標
示があるだろ。その路面標示を確認した時からスピード
を落とすことを心がけているよ。あとは、信号がある交
差点を直進する場合でも、飛出しなどに対応できるよ
う、スピードはなるべく落として通過することを意識し
ているよ。次はＡさんの追突事故防止策を教えてよ」

●追突事故・左折衝突事故の防止策

Ａさん「追突はいろいろな要素で発生するけれども、まず十分
な車間距離をとることが第一。車間距離をしっかりとる
ことで、前方でなにかあった場合に対応することができ
るからね。次に運転に集中することかな。いくら十分な
車間距離をとっていても、スマホなどで話に夢中になっ
ていたら、前の車が赤信号で止まっているのに気づかず
に追突してしまうこともある。あとは、疲労や居眠り運
転に陥らないよう、日頃の体調管理に気をつけている
よ。じゃあＢさんの左折時に気をつけていることは何か
な」

Ｂさん「トラックの左側と左側方には、ミラーに映らない死角が
ある。とくに歩道を通行する自転車は死角に入りやすく、
トラックが左折する時に自転車を巻き込んで、死亡事故
になるケースが多い。だから僕は、左折する時は、ミラー
の死角に自転車がいるかもしれないと思うようにしてい

る。そして、横断歩道の手前で一時停止して、もう一度左
右の安全を確認してから、慎重に左折することを徹底し
ているよ。あと、少しでも左側の視界を確保するため
に、運転席左側下の安全窓の付近には、新聞・雑誌や段
ボールなどのものを置かないようにしているよ。このこ
とは後輩のドライバーにもしょっちゅうアドバイスしてい
る」

Ａさん「全日本トラック協会が行ったアンケートによれば、『ト
ラック（トラック輸送）は生活（くらし）と経済のライフ
ラインだと思うか』と聞いたところ、９割以上が『そう思
う』と回答したんだ。また、トラックドライバーにどんな
イメージを持っているかという質問では、半数以上が
『力強い・たくましい』と回答している」

Ｂさん「皆さん、僕たちの仕事が、社会にとって大切だと思ってく
れているみたいだね。その期待に応えられるよう、もっ
と努力して事故を減らしていかないとね」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

10
月
８
日
︑
坂
本
克
己
会
長

や
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
２
府
４
県

の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
が
参

加
し
て
︑
第
18
回
﹁
ト
ラ
ッ

ク
の
森
﹂
植
樹
式
を
花
博
記

念
公
園
鶴
見
緑
地
（
大
阪
市

鶴
見
区
）
に
て
行
っ
た
︒

　

植
樹
式
で
は
冒
頭
︑
坂
本

会
長
が
﹁
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
大
会
は
中
止
に
な
っ

た
が
︑﹃
植
林
を
通
じ
て
地

域
や
社
会
に
貢
献
す
る
ト
ラ

ッ
ク
の
森
植
樹
式
だ
け
は
何

と
し
て
も
行
わ
な
い
と
い
け

な
い
﹄
と
感
じ
て
い
た
︒
近

畿
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
皆
様
の

ご
尽
力
の
お
か
げ
で
︑
無
事

植
樹
式
が
開
催
で
き
た
こ
と

に
対
し
て
︑
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
た
い
﹂と
あ
い
さ
つ
︒

　

続
い
て
︑
辻
卓
史
近
畿
ト

ラ
ッ
ク
協
会
会
長
が
﹁
鶴
見

緑
地
は
︑
昭
和
47
年
４
月
に

広
域
公
園
と
し
て
開
設
さ

れ
︑
平
成
２
年
に
は
国
際
花

と
緑
の
博
覧
会（
花
の
万
博
）

も
開
催
さ
れ
た
︒
植
林
を
通

じ
て
︑
環
境
に
優
し
い
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
き
た
い
﹂
と
あ
い
さ

つ
し
た
︒

　

そ
の
後
︑
参
加
者
が
植
樹

会
場
の
パ
ー
ゴ
ラ
広
場
に
︑

ジ
ン
ダ
イ
ア
ケ
ボ
ノ
（
サ
ク

ラ
）を
10
本
植
樹
︒
併
せ
て
︑

記
念
看
板
の
除
幕
式
を
行
っ

た
︒

　

植
樹
終
了
後
︑
式
に
臨
席

し
た
大
阪
市
の
八
木
逸
朗
建

設
局
公
園
活
性
化
担
当
部
長

か
ら
︑
辻
近
畿
ト
協
会
長
に

対
し
て
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

た
︒
最
後
に
︑
眞
鍋
博
俊
全

ト
協
副
会
長
（
環
境
対
策
委

員
長
）
が
閉
会
あ
い
さ
つ
を

行
っ
た
︒

　

私
は
か
つ
て
自
動
車
局
貨

物
課
長
と
し
て
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
の
皆
様
方
か
ら
ご

指
導
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
し

物
流
効
率
化
の
契
機
に
な
る

「
デ
ジ
タ
ル
化
」
を
推
進
へ

秡
川
国
交
省
自
動
車
局
長
あ
い
さ
つ
︵
１
面
に
関
連
・
要
旨
︶

の
仕
事
か
ら
離
れ
て
お
り
ま

し
た
が
︑
再
び
理
事
会
に
お

招
き
い
た
だ
き
︑
感
じ
た
こ

と
が
２
点
あ
り
ま
す
︒

　

ま
ず
︑
各
都
道
府
県
の
ト

ラ
ッ
ク
協
会
会
長
の
皆
様
の

顔
ぶ
れ
が
以
前
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
り
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
︒
貨
物
課
長
時
代
に

お
世
話
に
な
っ
た
各
都
道
府

県
ト
協
の
会
長
の
皆
様
方

が
︑
引
き
続
き
お
元
気
で
ご

活
躍
さ
れ
て
い
る
の
を
知
り
︑

非
常
に
う
れ
し
く
感
じ
て
い

ま
す
︒

　

そ
し
て
︑
貨
物
課
長
の
頃

の
当
時
の
業
界
の
課
題
に
関

し
て
︑
こ
こ
数
年
の
間
に
ず

い
ぶ
ん
取
り
組
み
が
進
ん
だ

と
い
う
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
ま

す
︒﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂や﹁
荷

主
対
策
の
深
度
化
﹂︑﹁
規
制

の
適
正
化
﹂
な
ど
を
実
現
さ

せ
た
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

法
改
正
は
︑
坂
本
会
長
の
強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
改
正
実
現
に
至
っ

た
も
の
だ
と
感
じ
て
お
り
ま

す
が
︑
こ
の
事
業
法
改
正
が

議
員
立
法
で
成
立
し
た
こ
と

を
と
て
も
信
じ
ら
れ
な
く
感

じ
ま
し
た
︒
事
業
法
改
正
の

精
神
を
業
界
の
皆
様
方
と
共

有
し
な
が
ら
︑
業
界
の
皆
様

方
と
協
力
し
な
が
ら
業
界
の

さ
ら
な
る
健
全
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

　

こ
の
９
月
に
は
新
た
に
菅

た
が
︑
今
年
７
月
の
人
事
異

動
で
自
動
車
局
長
に
就
任

し
︑
今
回
は
自
動
車
局
長
と

し
て
︑
本
日
の
理
事
会
に
お

招
き
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
ま

ず
︑
皆
様
方
と
の
ご
縁
に
対

し
て
︑
感
謝
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
︒

　

さ
て
︑
４
︑
５
年
ほ
ど
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
皆
様
と

政
権
が
発
足
し
ま
し
た
︒
菅

政
権
に
お
け
る
様
々
な
政
策

を
み
て
お
り
ま
す
と
︑
前
政

権
か
ら
の
継
続
性
が
高
い
た

め
︑
行
政
の
立
場
か
ら
は
非

常
に
あ
り
が
た
い
と
感
じ
て

お
り
ま
す
︒
菅
総
理
は
︑
国

民
の
皆
様
に
と
っ
て
も
分
か

り
や
す
い
諸
課
題
の
解
決
に

向
け
て
︑
非
常
に
ス
ピ
ー
デ

ィ
ー
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

ま
す
︒

　

政
策
面
で
の
現
在
の
流
れ

を
概
観
し
ま
す
と
︑﹁
規
制

緩
和
﹂
と
﹁
デ
ジ
タ
ル
化
﹂

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
︒
特
に
︑﹁
デ
ジ
タ

ル
化
﹂
に
関
し
て
は
︑
物
流

の
効
率
化
に
向
け
て
の
大
き

な
契
機
に
な
る
と
考
え
て
お

り
︑
精
力
的
に
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

　

一
方
で
︑﹁
中
小
企
業
の
集

約
化
﹂
と
い
う
話
題
が
報
道

で
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
も

少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
︒
中

小
・
零
細
事
業
者
の
割
合
が

高
い
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

の
皆
様
に
と
っ
て
︑
心
配
に

な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
報
道

を
耳
に
す
る
こ
と
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
︑
こ
れ
に
関
し

て
は
﹁
ご
心
配
な
く
﹂
と
お

伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
︒

　

引
き
続
き
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
健
全
な
発
展
に
向

け
て
︑
今
後
も
業
界
の
皆
様

方
か
ら
の
ご
指
導
︑
ご
鞭
撻

を
頂
戴
し
た
い
と
思
い
ま
す
︒

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

坂
本
克
己
会
長
は
10
月
７

日
︑
同
６
日
に
就
任
し
た
自

由
民
主
党
国
土
交
通
部
会
の

平
口
洋
部
会
長
（
衆
議
院
・

広
島
２
区
）
へ
の
表
敬
訪
問

を
行
っ
た
︒

　

表
敬
訪
問
に
は
︑
坂
本
会

長
の
ほ
か
︑（
公
社
）
日
本

バ
ス
協
会
の
三
澤
憲
一
会
長
︑

（
一
社
）
全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・

タ
ク
シ
ー
連
合
会
の
川
鍋
一

朗
会
長
ら
も
同
行
し
た
︒

岩
田
青
年
部
会
長
が
ラ
ジ

オ
出
演﹃

ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
・

リ
ク
エ
ス
ト
﹄

　

10
月
９
日
㈮
放
送
の
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
提
供
ラ
ジ

オ
番
組
﹃
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
・

リ
ク
エ
ス
ト
﹄（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ

オ
系
列
全
国
33
局
ネ
ッ
ト
）

に
︑
岩
田
享
也
全
ト
協
青
年

部
会
長
が
出
演
し
た
︒

　

放
送
で
は
︑
青
年
部
会
の

取
り
組
み
や
今
後
の
抱
負
な

ど
に
つ
い
て
説
明
︒
岩
田
部

会
長
は
﹁
全
国
の
青
年
経
営

者
と
力
を
合
わ
せ
て
厳
し
い

時
代
を
乗
り
越
え
︑
業
界
の

発
展
に
向
け
て
尽
力
し
て
い

き
た
い
﹂
と
力
強
く
抱
負
を

述
べ
た
︒

移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所
に
お

け
る
事
故
防
止
徹
底
を
呼

び
か
け

高
速
道
路
上
で
の
火
災
・

タ
ン
ク
室
破
裂
事
案
を
受
け

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
現
在
︑
会
員
事
業
者
に
対

し
て
︑
移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所

に
お
け
る
事
故
防
止
の
徹
底

を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

令
和
２
年
９
月
24
日
︑
移

動
タ
ン
ク
貯
蔵
所
が
名
神
高

速
道
路
を
走
行
中
︑
火
災
が

起
き
︑
タ
ン
ク
室
の
一
部
が

破
裂
す
る
と
い
う
事
案
が
発

生
し
た
こ
と
を
受
け
︑
消
防

庁
危
険
物
保
安
室
長
か
ら
全

ト
協
に
対
し
て
︑
以
下
の
内

容
の
徹
底
を
図
る
よ
う
要
請

が
あ
っ
た
︒

①
危
険
物
の
移
送
を
す
る
者

は
︑
移
送
の
開
始
前
に
︑
車

両
の
適
切
な
整
備
︑
運
行
前

点
検
を
確
実
に
行
う
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
︑
移
動
貯
蔵

タ
ン
ク
の
底
弁
そ
の
他
の
弁
︑

マ
ン
ホ
ー
ル
お
よ
び
注
入
口

の
ふ
た
︑
消
化
器
等
を
点
検

す
る
こ
と
︒

②
危
険
物
の
移
送
を
す
る
者

は
︑
移
送
が
長
時
間
に
わ
た

る
場
合
に
は
︑
運
転
要
員
を

２
人
以
上
確
保
す
る
こ
と
︒

③
危
険
物
の
移
送
を
す
る
者

は
︑
移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所
を

休
憩
︑
故
障
等
の
た
め
一
時

停
止
さ
せ
る
と
き
は
︑
安
全

な
場
所
を
選
ぶ
こ
と
︒

④
危
険
物
の
移
送
を
す
る
者

は
︑
移
動
貯
蔵
タ
ン
ク
か
ら

危
険
物
が
著
し
く
流
出
す
る

等
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
場
合
に
は
︑
災
害
を

防
止
す
る
た
め
応
急
措
置
を

講
ず
る
と
と
も
に
︑
１
１
９

番
通
報
に
よ
り
最
寄
り
の
消

防
機
関
に
通
報
す
る
こ
と
︒

⑤
運
転
手
に
よ
る
無
理
な
運

転
の
防
止
や
安
全
運
転
の
確

保
等
︑
保
安
に
関
す
る
社
内

教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
︒

平
口
自
民
党
国
土
交
通
部
会
長

を
表
敬
訪
問

坂
本
会
長
は
じ
め
三
団
体
会
長
が

岩田青年部会長㊨とパーソナリティの宮崎瑠依さん㊧

平口自民党国土交通部会長（左から2人目）を表敬訪問した坂本会長（右）（10
月7日、衆議院第二議員会館）

八木逸朗大阪市建設局公園活性化担当部長㊨より感謝状が辻卓史近畿ト協会長
に贈呈された

出席した近畿ブロック2府4県のトラック協会長らと記念撮影

記念看板除幕式。左から田中亨滋賀県ト協会長、辻卓史近畿ト協会長、坂本克己全ト協会
長、眞鍋博俊全ト協副会長

ジンダイアケボノの植樹を行う坂本克己全ト協会長㊧、八木逸朗大阪市建設局公園活性化
担当部長㊥、辻卓史近畿ト協会長㊨（10月8日、花博記念公園鶴見緑地）

坂本　克己
全ト協会長

辻　卓史
近畿ト協会長

眞鍋　博俊
全ト協副会長

10
月
末
で
給
油
所
を
閉
鎖

三
次
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

三
次
Ｔ
Ｓ
は
10
月
31
日
㈯

19
時
を
も
っ
て
給
油
所
を
閉

鎖
す
る
︒

10
月
か
ら
給
油
所
の
営
業
時

間
を
変
更

尾
道
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

尾
道
Ｔ
Ｓ
は
10
月
１
日
㈭

か
ら
︑
給
油
所
の
営
業
時
間

を
６
時
~
21
時
に
変
更
し
た
︒

改
装
工
事
に
伴
い
入
浴
施
設

を
休
業

金
沢
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

金
沢
Ｔ
Ｓ
は
︑
改
装
工
事

の
た
め
︑
入
浴
施
設
を
12
月

11
日
㈮
17
時
ま
で
休
業
す
る

（
10
月
21
日
㈬
15
時
か
ら
は

仮
設
シ
ャ
ワ
ー
が
利
用
可
能
）︒

　

な
お
︑
同
工
事
に
伴
い
︑

宿
泊
施
設
の
利
用
時
間
等
も

変
更
と
な
る
た
め
︑
同
Ｔ
Ｓ

で
は
予
約
時
の
確
認
を
呼
び

か
け
て
い
る
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

（
10
月
15
日
〜
10
月
31
日
）

▽
10
月
19
日

・
第
14
回
労
働
安
全
・
衛
生
委
員
会

秡川　直也 
国交省自動車局長

『広報とらっく』からのお願い
交通・運転マナーを守って！交通・運転マナーを守って！
プロトラックドライバーはプロトラックドライバーは
一般ドライバーの見本に一般ドライバーの見本に

・急な車線変更
・不用意なクラクション
・コンビニや公共施設の駐車場等での長時間駐車
・大型車進入禁止箇所等でのＵターン
・駐車場や道路へのゴミのポイ捨て
　事業用トラックは車体が大きいことから、一般乗用車より
目立ち、上記の行為が交通弱者や沿道の住民の方にとって、よ
り迷惑に感じられます。プロトラックドライバーは、交通法
規を守るだけでなく、マナーを守り、一般ドライバーの見本
となりましょう。
　また、最近、交通トラブルによる事故等が社会問題化して
います。道路交通法が改正され令和２年６月末からあおり運
転が厳罰化されるなど、マナーからルールへと状況は変わっ
てきましたが、他車から迷惑行為を受けても冷静に対応する
とともに、自身もより一層の安全運転に努めましょう。

地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
貢
献
を
願
い

地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
貢
献
を
願
い

サ
ク
ラ

サ
ク
ラ
1010
本
を
植
樹

本
を
植
樹

第
18
回
「
ト
ラ
ッ
ク
の
森
」
植
樹
式
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

国交省の指導・監督指針の内容（12項目）を網羅
10 分冊全て改訂されました。

①トラックドライバーの心構え
②トラック運送事業と関係法令
③ドライバーの日常業務
④過労運転の防止と緊急時の対応
⑤トラックの構造と特性に合わせた運転

⑥トラクタとトレーラの構造と特性に合わせた運転
⑦貨物の正しい積載方法と労働災害の防止
⑧危険物を輸送する場合に留意すべき事項
⑨危険の予測及び回避
⑩安全運転のための心身の健康管理　　　　　　

法改正に即した万全の知識を！
関係法令の一部改正に伴い、「事業用トラックドライバー研修テキスト」を改訂
しました。　　　　　  最新の知識に基づく適正な教育・研修にご活用ください。

お問合せは 
日貨協連テキスト販売係まで

Tel:０３－３３５５－２０３１
Fax:０３－３３５５－２０３７

全10分冊 
販売
価格 5,000円

税　別
送料別

A4判ケース付き

全ト協制作

ホームページアドレス    http://www.nikka-net.or.jp
〒 1 6 0 - 0 0 0 4   東 京 都 新 宿 区 四 谷 3 丁 目 2 番 5  ( 全 日 本 ト ラ ッ ク 総 合 会 館 9 階 )

事業用トラックドライバー研修テキスト事業用トラックドライバー研修テキスト
トラック運送業界唯一の教育テキスト！新規採用者必携！トラック運送業界唯一の教育テキスト！新規採用者必携！

●法改正等に伴い、大改訂●

■関係法令改正に伴う追加 15ヶ所
■統計データの更新等 58ヶ所

全73ヶ所を更新
改訂版
2020年

道
路
機
構
お
よ
び
高
速
道
路

会
社
は
︑
12
月
１
日
よ
り
一

般
的
制
限
値
や
特
車
通
行
許

可
値
を
も
と
に
実
地
検
証
で

確
認
さ
れ
た
ば
ら
つ
き
を
考

慮
し
た
上
で
︑
軸
重
に
係
る

車
両
制
限
令
違
反
が
繰
り
返

し
確
認
さ
れ
た
者
に
対
す
る

取
締
等
を
行
う
こ
と
と
な
っ

た
︒

　

ま
た
②
で
は
︑
高
速
道
路

３
社
お
よ
び
本
四
高
速
が
管

理
す
る
高
速
道
路
で
︑
現
在

会
社
間
で
運
用
が
異
な
る
車

幅
の
特
車
許
可
基
準
を
見
直

し
︑
12
月
１
日
よ
り
４
車
線

以
上
（
片
側
２
車
線
以
上
）

の
区
間
に
つ
い
て
統
一
的
な

許
可
基
準
値
を
設
定
す
る
も

の
で
︑
車
線
幅
員
３
・
５
㍍

区
間
は
許
可
限
度
値
が
３
・

３
㍍
に
︑
車
線
幅
員
３
・
25

㍍
以
下
区
間
で
は
許
可
限
度

値
が
３
・
０
㍍
以
下
と
な
る
︒

こ
れ
に
よ
り
︑
車
幅
３
・
３

㍍
通
行
可
能
延
長
は
２
２
０

０
㌔
㍍
か
ら
７
７
０
０
㌔
㍍

に
ま
で
拡
大
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
︒

　

な
お
︑
車
両
幅
３
・
０
㍍

以
上
の
特
殊
車
両
通
行
許
可

申
請
に
あ
た
っ
て
は
︑
①
本

線
で
は
左
端
か
ら
数
え
て
１

番
目
の
車
両
通
行
帯
を
走

行
︑
②
料
金
所
は
幅
広
レ
ー

ン
を
走
行
︱
︱
な
ど
の
条
件

を
遵
守
し
︑
安
全
に
配
慮
し

た
通
行
を
事
業
者
に
対
し
て

呼
び
か
け
て
い
る
︒

ヒ
ア
リ
を
発
見
し
た
際

の
適
切
な
対
応
を
呼
び

か
け

９
月
以
降
確
認
事
例
が
増
加

　

環
境
省
で
は
︑
港
湾
地
区

に
お
け
る
ヒ
ア
リ
の
確
認
事

例
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
︑
運
送
事
業
者
等
に
対

し
て
︑
発
見
し
た
際
に
適
切

な
対
応
を
取
る
よ
う
呼
び
か

け
て
い
る
︒

　

環
境
省
に
よ
る
と
︑
９
月

以
降
︑名
古
屋
港
や
横
浜
港
︑

東
京
港
青
海
ふ
頭
︑
同
大
井

ふ
頭
な
ど
で
︑
い
ず
れ
も
数

百
匹
程
度
の
ヒ
ア
リ
の
生
息

が
確
認
さ
れ
て
い
る
︒
平
成

29
年
６
月
の
国
内
初
確
認
以

降
︑
10
月
７
日
現
在
で
ヒ
ア

リ
の
確
認
事
例
は
16
都
道
府

県
︑62
事
例
に
上
っ
て
い
る
︒

　

環
境
省
で
は
︑
コ
ン
テ
ナ

の
開
封
時
等
に
ヒ
ア
リ
や
ア

カ
カ
ミ
ア
リ
と
疑
わ
し
い
ア

リ
を
発
見
し
た
場
合
︑
ま
ず

は
刺
激
を
避
け
つ
つ
︑
コ
ン

テ
ナ
の
ど
の
箇
所
に
ど
の
程

度
の
生
き
た
ア
リ
類
が
い
る

か
等
︑
状
況
の
確
認
を
行
う

よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
︒
そ

の
上
で
︑
多
数
の
生
き
た
ア

リ
類
の
集
団
が
い
る
（
予
想

さ
れ
る
）
場
合
に
は
︑
コ
ン

テ
ナ
の
扉
を
閉
め
て
逃
げ
出

さ
な
い
よ
う
静
置
し
︑
関
係

機
関
（
港
湾
管
理
者
︑
地
方

公
共
団
体
︑
環
境
省
地
方
環

境
事
務
所
等
）
に
速
や
か
に

連
絡
し
︑
取
り
扱
い
に
つ
い

て
相
談
す
る
よ
う
求
め
て
い

る
︒

　

詳
細
に
つ
い
て
は
︑
環
境

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
﹁
ヒ
ア
リ
の
防
除

に
関
す
る
基
本
的
考
え
方　

Ｖ
ｅ
ｒ
３
・
０
﹂
を
参
照
の

こ
と
︒事

業
者
間
取
引
で
は
９

割
超
が
﹁
全
て
転
嫁
で

き
て
い
る
﹂
と
回
答

消
費
税
転
嫁
状
況
調
査

　

経
済
産
業
省
は
10
月
12

日
︑
消
費
税
の
転
嫁
状
況
に

関
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

（
７
月
調
査
）
の
調
査
結
果

を
取
り
ま
と
め
︑公
表
し
た
︒

　

転
嫁
状
況
に
つ
い
て
︑
事

業
者
間
取
引
で
は
90
・
３

％
︑
消
費
者
向
け
取
引
で
は

81
・
０
％
の
事
業
者
が
﹁
全

て
転
嫁
で
き
て
い
る
﹂と
回
答
︒

﹁
全
く
転
嫁
で
き
て
い
な
い
﹂

と
答
え
た
事
業
者
は
︑
事
業

者
間
取
引
で
は
１
・
４
％
︑

消
費
者
向
け
取
引
で
は
２
・

７
％
と
な
っ
た
︒

　

運
輸
業
︑
郵
便
業
で
は
︑

﹁
全
て
転
嫁
で
き
て
い
る
﹂

と
回
答
し
た
事
業
者
は
93
・

６
％
︑﹁
一
部
転
嫁
で
き
て
い

る
﹂
は
３
・
４
％
︑﹁
全
く

転
嫁
で
き
て
い
な
い
﹂
は
２

・
１
％
だ
っ
た
︒

　

事
業
者
間
取
引
に
お
け
る

転
嫁
で
き
た
理
由
と
し
て

は
︑
60
・
０
％
の
事
業
者
が

﹁
以
前
よ
り
消
費
税
の
転
嫁

へ
の
理
解
が
定
着
し
て
い
る

た
め
﹂と
回
答
︒
次
い
で
︑﹁
消

費
税
転
嫁
対
策
特
別
措
置
法

に
よ
り
消
費
税
転
嫁
拒
否
行

為
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
﹂

が
33
・
８
％
︑﹁
本
体
価
格

と
消
費
税
額
を
分
け
る
こ
と

に
よ
り
︑
交
渉
し
や
す
く
な

っ
た
た
め
﹂
が
21
・
７
％
と

な
っ
た
︒

　

一
方
︑
事
業
者
間
取
引
に

お
け
る
転
嫁
で
き
て
い
な
い

理
由
と
し
て
は
︑
42
・
２
％

の
事
業
者
が
﹁
自
社
商
品
等

の
競
争
が
激
し
く
︑
価
格
を

引
上
げ
る
と
他
社
に
取
引
を

奪
わ
れ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が

あ
る
た
め
﹂と
回
答
︒次
い
で
︑

﹁
取
引
先
の
業
界
の
景
気
が

悪
く
︑
消
費
税
分
の
値
上
げ

を
受
け
入
れ
る
余
裕
が
な
い

と
考
え
ら
れ
る
た
め
﹂
が
29

・
３
％
︑﹁
自
社
が
下
請
事

業
者
で
あ
る
な
ど
︑
取
引
先

と
の
力
関
係
で
立
場
が
弱
か

っ
た
た
め
﹂
が
22
・
８
％
と

な
っ
た
︒

　

経
産
省
で
は
引
き
続
き
︑

転
嫁
状
況
の
監
視
・
取
締
り

な
ど
を
通
じ
︑
転
嫁
拒
否
行

為
の
未
然
防
止
を
図
る
と
と

も
に
︑
違
反
行
為
に
対
し
て

厳
格
に
対
処
し
て
い
く
と
し

て
い
る
︒

11
月
は
﹁
下
請
取

引
適
正
化
推
進
月

間
﹂公取

委
・
中
企
庁

　

公
正
取
引
委
員
会
と
中
小

企
業
庁
で
は
︑
下
請
取
引
の

一
層
の
適
正
化
を
推
進
す
る

た
め
︑
毎
年
11
月
を
﹁
下
請

取
引
適
正
化
推
進
月
間
﹂
と

し
︑
講
習
会
の
開
催
な
ど
︑

下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止

法
（
下
請
法
）
の
普
及
・
啓

発
に
係
る
取
り
組
み
を
集
中

的
に
行
っ
て
い
る
︒

　

令
和
２
年
度
の
同
月
間
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
標
語
は
︑﹁
叩
く

の
は　

価
格
で
は
な
く　

話

し
合
い
の
扉
﹂︒
講
習
会
の
申

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
な

ど
が
参
加
し
て
い
る
﹁
高
速

道
路
に
お
け
る
特
殊
車
両
通

行
許
可
制
度
に
関
す
る
勉
強

会
﹂
で
は
︑
10
月
12
日
に
第

４
回
会
合
を
開
催
︒
①
軸
重

に
関
す
る
実
地
検
証
を
踏
ま

え
た
対
応
︑
な
ら
び
に
②
車

幅
の
許
可
限
度
値
に
関
す
る

検
討
を
踏
ま
え
た
対
応
︱
︱

等
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
た
︒

　

①
で
は
︑
全
ト
協
︑
日
本

貨
物
運
送
協
同
組
合
連
合
会

お
よ
び
国
土
交
通
省
︑
高
速

道
路
会
社
６
社
︑
高
速
道
路

機
構
等
が
協
力
し
て
︑
全
国

の
高
速
道
路
７
か
所
に
て
︑

そ
れ
ぞ
れ
準
備
し
た
車
両
お

よ
び
積
載
条
件
の
下
で
軸
重

に
係
る
実
地
検
証
を
実
施
︒

そ
の
結
果
︑
機
械
計
測
差
や

走
行
状
況
な
ど
の
影
響
に
よ

り
︑
静
荷
重
（
マ
ッ
ト
ス
ケ

ー
ル
計
測
）
で
は
最
大
で
約

１
㌧
︑
動
荷
重
（
自
動
軸
重

計
計
測
）
で
は
最
大
で
約
３

㌧
の
ば
ら
つ
き
が
生
じ
た
︒

　

同
検
証
を
踏
ま
え
︑
高
速

 

下
請
事
業
者
へ
の
﹁
し
わ

寄
せ
﹂
防
止
へ

11
月
に
周
知
・
啓
発

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

　

厚
生
労
働
省
︑
中
小
企
業

庁
︑公
正
取
引
委
員
会
で
は
︑

11
月
を
﹁﹃
し
わ
寄
せ
﹄
防

止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
﹂︵
写

真
︶
と
位
置
づ
け
︑
し
わ
寄

せ
防
止
に
向
け
た
集
中
的
な

周
知
・
啓
発
活
動
を
行
う
︒

　

大
企
業
・
親
事
業
者
に
よ

る
長
時
間
労
働
の
削
減
等
の

取
り
組
み
が
︑
下
請
等
中
小

事
業
者
に
対
す
る
適
正
な
コ

ス
ト
負
担
を
伴
わ
な
い
短
納

期
発
注
︑
急
な
仕
様
変
更
な

ど
の
し
わ
寄
せ
を
生
じ
さ
せ

て
い
る
場
合
が
あ
る
︒
そ
の

た
め
︑
厚
労
省
な
ど
で
は
令

和
元
年
度
か
ら
11
月
を
同
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
に
定
め
て
い

る
︒

　

厚
労
省
な
ど
で
は
︑
他
の

事
業
主
と
の
取
引
を
行
う
に

あ
た
り
︑
次
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
る
よ
う
︑
社
内
へ
の

周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
を
呼

び
か
け
て
い
る
︒

①
週
末
発
注
・
週
初
納
入
︑

終
業
後
発
注
・
翌
朝
納
入
等

の
短
納
期
発
注
を
抑
制
し
︑

納
期
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
︒

②
発
注
内
容
の
頻
繁
な
変
更

を
抑
制
す
る
こ
と
︒

③
発
注
の
平
準
化
︑
発
注
内

容
の
明
確
化
そ
の
他
の
発
注

方
法
の
改
善
を
図
る
こ
と
︒

　

厚
労
省
な
ど
で
は
︑
厚
労

省
が
実
施
す
る
﹁
過
重
労
働

解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂︑
中
企

庁
お
よ
び
公
取
委
が
実
施
す

る
﹁
下
請
取
引
適
正
化
推
進

月
間
﹂︵
別
掲
︶
の
各
種
取

り
組
み
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
︑
し
わ
寄
せ
防
止
に
向
け

た
周
知
・
啓
発
活
動
を
展
開

し
て
い
く
と
し
て
い
る
︒

﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時

間
に
関
す
る
実
態
調
査
﹂

10
月
末
か
ら
実
施
へ

調
査
票
の
内
容
を

最
終
確
認

　

厚
生
労
働
省
は
10
月
５

日
︑
第
４
回
﹁
労
働
政
策
審

議
会
労
働
条
件
分
科
会
自
動

車
運
転
者
労
働
時
間
等
専
門

委
員
会
﹂（
委
員
長
・
藤
村

博
之
法
政
大
学
大
学
院
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

究
科
教
授
）
を
開
催
し
た
︒

　

同
委
員
会
に
は
︑
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
馬
渡
雅

敏
副
会
長
と
浜
島
和
利
物
流

政
策
委
員
会
委
員
が
委
員
と

し
て
参
加
︒
ト
ラ
ッ
ク
︑
ハ

イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
︑
バ
ス

の
３
分
野
で
実
施
す
る
﹁
自

動
車
運
転
者
の
労
働
時
間
等

に
係
る
実
態
調
査
（
事
業
者

調
査
・
自
動
車
運
転
者
調

 

監
督
指
導
実
施
事
業
場
の

８
割
超
で
労
働
基
準
関
係

法
令
違
反
を
確
認

平
成
31
年
・
令
和
元
年
の

監
督
指
導
、
送
検
等
の
状
況

　

厚
生
労
働
省
は
10
月
９

日
︑
自
動
車
運
転
者
を
使
用

す
る
事
業
場
に
対
す
る
平
成

31
年
・
令
和
元
年
の
監
督
指

導
︑
送
検
等
の
状
況
を
公
表

し
た
︒

　

監
督
指
導
を
実
施
し
た
４

２
８
３
事
業
場
の
う
ち
︑
労

働
基
準
関
係
法
令
違
反
が
認

め
ら
れ
た
の
は
３
５
３
８
事

業
場
で
︑
全
体
の
82
・
６
％

に
及
ん
だ
︒
ま
た
︑
改
善
基

査
）﹂
の
調
査
票
の
最
終
確

認
を
行
っ
た
︒

　

同
実
態
調
査
に
つ
い
て
は

今
月
末
か
ら
12
月
に
か
け
て

実
施
︒
来
年
度
開
催
予
定
の

第
５
回
委
員
会
で
調
査
結
果

を
報
告
し
︑
そ
れ
を
基
に
改

善
基
準
告
示
見
直
し
に
向
け

た
議
論
を
行
っ
て
い
く
こ
と

と
し
た
︒

準
告
示
違
反
が
認
め
ら
れ
た

の
は
２
３
８
６
事
業
場
（
55

・
７
％
）
と
な
っ
た
︒

　

主
な
労
働
基
準
関
係
法
令

違
反
事
項
を
み
る
と
︑﹁
労

働
時
間
﹂が
２
１
９
６
事
業
場

（
51
・
３
％
）と
最
も
多
く
︑

次
い
で﹁
割
増
賃
金
の
支
払
﹂

１
０
２
０
事
業
場
（
23
・
８

％
）︑﹁
休
日
﹂
１
７
４
事
業

場
（
４
・
１
％
）
と
な
っ
た
︒

ま
た
︑
主
な
改
善
基
準
告
示

違
反
事
項
で
は
︑﹁
最
大
拘

束
時
間
﹂が
１
７
２
５
事
業
場

（
40
・
３
％
）と
最
も
多
く
︑

次
い
で
﹁
総
拘
束
時
間
﹂
１

４
７
９
事
業
場（
34
・
５
％
）︑

﹁
休
息
期
間
﹂
１
２
０
５
事

業
場
（
28
・
１
％
）
な
ど
と

な
っ
た
︒

　

な
お
︑
重
大
・
悪
質
な
労

働
基
準
関
係
法
令
違
反
に
よ

り
︑46
件
が
送
検
さ
れ
て
い
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
場
で

は
︑
監
督
を
実
施
し
た
３
２

２
２
事
業
場
の
う
ち
︑
労
働

基
準
関
係
法
令
違
反
が
確
認

さ
れ
た
の
は
２
６
７
２
事
業
場

（
82
・
９
％
）︑
改
善
基
準

告
示
違
反
が
認
め
ら
れ
た
の

は
１
９
４
０
事
業
場
（
60
・

２
％
）
と
な
っ
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
場
に

お
け
る
主
な
労
働
基
準
関
係

法
令
違
反
事
項
を
見
る
と
︑

﹁
労
働
時
間
﹂
が
１
７
３
８

事
業
場
（
53
・
９
％
）
と
最

も
多
く
︑
次
い
で
﹁
割
増
賃

金
の
支
払
﹂
７
２
３
事
業
場

（
22
・
４
％
）︑﹁
休
日
﹂
１

３
７
事
業
場
（
４
・
３
％
）

と
な
っ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
主
な
改
善
基
準
告

示
違
反
事
項
で
は
︑﹁
最
大

拘
束
時
間
﹂
が
１
４
４
０
事

業
場
（
44
・
７
％
）
と
最
も

多
く
︑
次
い
で
﹁
総
拘
束
時

間
﹂
１
２
２
９
事
業
場
（
38

・
１
％
）︑﹁
休
息
期
間
﹂
１

０
６
８
事
業
場（
33
・
１
％
）

な
ど
と
な
っ
て
い
る
︒

　

厚
労
省
で
は
引
き
続
き
︑

自
動
車
運
転
者
を
使
用
す
る

事
業
場
に
対
し
︑
労
働
基
準

関
係
法
令
な
ど
の
周
知
・
啓

発
に
努
め
︑
労
働
基
準
関
係

法
令
違
反
の
疑
い
が
あ
る
事

業
場
に
対
し
て
は
監
督
指
導

を
実
施
す
る
な
ど
︑
自
動
車

運
転
者
の
適
正
な
労
働
条
件

の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く

と
し
て
い
る
︒

し
込
み
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
︑
公
取
委
お
よ
び
経
済
産

業
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
の
こ
と
︒

﹁
経
営
資
源
引
継
ぎ
補

助
金
﹂
２
次
公
募
を
開

始
締
切
は
10
月
24
日
㈯

　

中
小
企
業
庁
で
は
現
在
︑

令
和
２
年
度
第
一
次
補
正
予

算
経
営
資
源
引
継
ぎ
補
助
金

の
２
次
公
募
を
行
っ
て
い
る
︒

　

こ
れ
は
︑
事
業
再
編
・
事

業
統
合
等
に
伴
う
中
小
企
業

者
の
経
営
資
源
の
引
継
ぎ
を

後
押
し
す
る
た
め
に
行
わ
れ

る
も
の
︒
事
業
再
編
・
事
業

統
合
等
に
伴
う
中
小
企
業
者

の
経
営
資
源
の
引
継
ぎ
に
要

す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す

る
こ
と
で
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
中
小
企
業
者
に
対

し
て
︑
①
経
営
資
源
の
引
継

ぎ
を
促
す
た
め
の
支
援
︑
②

経
営
資
源
の
引
継
ぎ
を
実
現

さ
せ
る
た
め
の
支
援
︱
︱
に

よ
っ
て
︑
新
陳
代
謝
を
加
速

し
︑
我
が
国
経
済
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
︒

　

申
請
締
切
は
10
月
24
日
㈯

19
時
︒
応
募
に
関
す
る
詳
細

は
︑﹁
令
和
２
年
度
補
正
経

営
資
源
引
継
ぎ
補
助
金
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
﹂を
参
照
の
こ
と
︒

 

自
然
災
害
・
感
染
症
等
緊

急
事
態
へ
の
取
り
組
み
を

行
う
中
小
企
業
を
支
援

中
小
機
構

　
（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
（
中
小
機
構
）
で
は

９
月
30
日
よ
り
︑
同
機
構
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
﹁
事
業
継

続
力
強
化
支
援
事
業
﹂
の
特

設
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
る
︒

　

同
事
業
は
︑
自
然
災
害
や

感
染
症
の
事
前
対
策
の
取
り

組
み
を
行
う
中
小
企
業
を
対

象
に
︑﹁
事
業
継
続
力
強
化

計
画
﹂
の
策
定
を
通
し
て
経

営
を
強
靭
化
す
る
た
め
の
支

援
を
行
う
も
の
︒
中
小
企
業

﹁
強
靭
化
﹂
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
事
業
継
続
力
強
化
計
画
対

策
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
の
ほ
か
︑

感
染
症
対
策
等
の
計
画
策
定

支
援
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
︒
ま
た
︑
毎
週
木
曜

日
に
は
︑
専
門
家
に
よ
る
災

害
対
策
の
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

を
受
け
る
こ
と
も
可
能
︒

　

詳
細
は
︑
中
小
機
構
の
同

事
業
特
設
ペ
ー
ジ
を
参
照
の

こ
と
︒

 

電
子
申
請
方
法
の
解
説

　

動
画
を
公
開

「
働
き
や
す
い
職
場

認
証
制
度
」

　
（
一
財
）
日
本
海
事
協
会

で
は
10
月
８
日
よ
り
︑
同
協

第4回労働政策審議会労働条件分科会自動車運転者労働時間等専門委
員会（10月5日、NS虎ノ門ビル）

 
新
東
名
６
車
線
化
工
事
が

一
部
完
成
へ

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本

　

中
日
本
高
速
道
路
㈱
（
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）
は
９
月

25
日
︑
現
在
工
事
を
実
施
し

て
い
る
新
東
名
高
速
道
路
御

殿
場
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
（
Ｊ

Ｃ
Ｔ
）
~
浜
松
い
な
さ
Ｊ
Ｃ

Ｔ
間
（
約
１
４
５
㌔
㍍
）
の

６
車
線
（
片
側
３
車
線
）
化

事
業
に
つ
い
て
︑
10
月
29
日

㈭
に
一
部
区
間
が
完
成
す
る

と
発
表
し
た
︒

　

今
回
完
成
す
る
の
は
︑
御

殿
場
Ｊ
Ｃ
Ｔ
~
長
泉
沼
津
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
間

（
約
13
㌔
㍍
）
と
︑
島
田
金

谷
Ｉ
Ｃ
~
浜
松
い
な
さ
Ｊ
Ｃ

Ｔ
間
（
約
45
㌔
㍍
）
の
そ
れ

ぞ
れ
上
下
線
︒
10
月
29
日
10

時
よ
り
片
側
３
車
線
通
行
と

な
る
︒

　

今
回
の
一
部
完
成
に
よ
り
︑

御
殿
場
Ｊ
Ｃ
Ｔ
~
浜
松
い
な

さ
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
の
約
７
割
が
片

側
３
車
線
と
し
て
完
成
す

る
︒
な
お
︑
残
り
の
区
間
は

今
年
度
内
の
完
成
を
予
定
し

て
い
る
︒

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
で

は
︑同
区
間
の
完
成
に
よ
り
︑

東
名
高
速
道
路
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
の
際
の
迂
回
機
能

の
さ
ら
な
る
強
化
が
期
待
で

き
る
ほ
か
︑
片
側
３
車
線
を

連
続
し
て
走
行
で
き
る
区
間

が
長
く
な
る
こ
と
で
︑
無
理

な
追
い
越
し
や
車
線
変
更
に

よ
る
事
故
の
危
険
性
が
低
下

し
︑
安
全
性
の
向
上
が
期
待

で
き
る
と
し
て
い
る
︒

経 産 省

公 取 委

会
が
認
証
実
施
団
体
と
な
っ

て
い
る
﹁
働
き
や
す
い
職
場

認
証
制
度
﹂（
正
式
名
称
・

運
転
者
職
場
環
境
良
好
度
認

証
制
度
）
に
つ
い
て
︑
電
子

申
請
方
法
を
解
説
す
る
動
画

を
同
制
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
る
︒

　

同
制
度
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
を
は
じ
め
と
し
た
自
動

車
運
送
事
業
の
運
転
者
不
足

に
対
応
す
る
た
め
の
総
合
的

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
実

施
す
る
も
の
︒
同
制
度
を
通

じ
︑
職
場
環
境
改
善
に
向
け

た
各
事
業
者
の
取
り
組
み
を

﹁
見
え
る
化
﹂す
る
こ
と
で
︑

求
職
者
の
イ
メ
ー
ジ
刷
新
を

図
り
︑
運
転
者
へ
の
就
職
を

促
す
と
と
も
に
︑
事
業
者
に

対
し
て
さ
ら
な
る
改
善
の
取

り
組
み
を
促
す
こ
と
で
︑
よ

り
働
き
や
す
い
労
働
環
境
の

実
現
や
安
定
的
な
人
材
の
確

保
を
図
っ
て
い
く
︒

　

審
査
料
は
１
申
請
あ
た
り

５
万
円
（
税
別
）︑
登
録
料

は
同
６
万
円
（
同
）
と
な
っ

て
い
る
が
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
電
子
申
請
の
場

合
︑審
査
料
が
３
万
円（
同
）

に
割
引
さ
れ
る
︒
そ
の
た
め
︑

同
協
会
で
は
電
子
申
請
の
活

用
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

な
お
︑
申
請
受
付
期
間
は

令
和
２
年
12
月
15
日
㈫
ま
で

と
な
っ
て
い
る
︒

 

11
月
に
﹁
危
険
物
運
搬
車

両
に
対
す
る
指
導
取
締

り
﹂
実
施

事
故
の
未
然
防
止
を

呼
び
か
け

　

高
圧
ガ
ス
地
域
防
災
協
議

会
連
合
会
は
10
月
８
日
︑
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
対
し
︑

危
険
物
運
搬
車
両
に
対
す
る

指
導
取
締
り
の
実
施
に
関
す

る
要
請
を
行
っ
た
︒

　

ひ
と
た
び
危
険
物
運
搬
車

両
に
よ
る
事
故
が
発
生
す
れ

ば
︑
国
民
の
生
命
︑
身
体
お

よ
び
財
産
に
重
大
な
危
害
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
ほ

か
︑
交
通
遮
断
に
よ
る
経
済

活
動
の
停
滞
等
︑
社
会
生
活

に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
と
な
る
︒
そ
こ
で
︑
警
察

庁
で
は
︑
危
険
物
運
搬
車
両

に
よ
る
事
故
の
未
然
防
止
と

危
険
物
取
扱
者
の
遵
法
意
識

の
高
揚
を
図
る
た
め
︑
11
月

１
日
㈰
~
30
日
㈪
ま
で
の
１

か
月
間
に
わ
た
り
︑
危
険
物

運
搬
車
両
に
対
す
る
指
導
取

締
り
を
実
施
す
る
︒

　

重
点
対
象
は
︑
消
防
危
険

物
︑
高
圧
ガ
ス
︑
毒
劇
物
︑

火
薬
類
お
よ
び
届
出
対
象
病

原
体
等
を
運
搬
し
て
い
る
車

両
︒
同
期
間
に
わ
た
っ
て
︑

①
危
険
物
運
搬
上
の
保
安
基

準
違
反
に
対
す
る
指
導
取
締

り
︑
②
車
両
の
安
全
運
行
に

関
す
る
道
路
交
通
法
等
違
反

に
対
す
る
指
導
取
締
り
︑
③

車
両
通
行
道
路
の
制
限
違
反

に
対
す
る
指
導
取
締
り
︑
④

イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
携
帯
の
指

導
︱
︱
を
重
点
に
指
導
取
締

り
を
行
う
︒

　

同
連
合
会
で
は
︑
法
令
違

反
車
両
が
通
行
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
︑
全
ト
協
会
員
事

業
者
に
対
し
て
呼
び
か
け
て

い
る
︒

　国土交通省では、来年 1 月と 2 月に、全国 4 か所で「荷主と運送事業者の連携による　物流効
率化に向けたセミナー」を開催する。
セミナープログラム（予定）
①最近の物流政策について（国土交通省）
　最近の物流政策のほか、次期総合物流施策大綱の策定に向けた状況等について発表。
②物流効率化に向けた取組について（㈱富士通総研）

　「物流業界の実態」や、明日から活用できる「改善策検討の着眼点」について、事例の紹介も交えながら分か
りやすく説明。

③取組事例の発表（先進的な取組をした事業者）

日程・会場
東京※ 令和3年1月22日㈮ 13:30～15:10 TKP 築地新富町カンファレンスセンターホール 2A（東京都中央区）
名古屋※ 3年1月27日㈬ 13:30～15:10 ウインク愛知　小ホール１（愛知県名古屋市中村区）
大阪 3年2月  2日㈫ 13:30～15:10 エル・おおさか　大会議室（大阪府大阪市中央区）
新潟 3年2月  8日㈪ 13:30～15:10 新潟ユニゾンプラザ（新潟県新潟市中央区）
※オンラインセミナーも実施

セミナーに関する詳細や申し込みは、同セミナー事務局の㈱富士通総研のホームページまで

「荷主と運送事業者の連携による
物流効率化に向けたセミナー」を開催

～東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会と、食品等の物流も踏まえて～

国
交
省

車
限
令
違
反（
軸
重
）の
取
締
り
と
　
　

　
特
車
許
可
基
準（
車
幅
）の
見
直
し

令
和
２
年
12
月
１
日
よ
り
実
施
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22
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
、ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト
の
点
検

ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
、ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト
の
点
検
「
確
実
な
点
検
実
施
を
」

「
確
実
な
点
検
実
施
を
」

33
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
・
ツ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
の
点
検

ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
・
ツ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
の
点
検
「
８
㌧
以
上
の
ト
ラ
ッ
ク
は
３
か
月
ご
と
に
」

「
８
㌧
以
上
の
ト
ラ
ッ
ク
は
３
か
月
ご
と
に
」

　近年、大型トラックにおける車輪脱落事故が増加傾向にあります。走行中にタイヤが外れ、歩行者や他の車両に衝突す
ると、大惨事となり、社会的に大きな影響を及ぼすことがあります。
　車輪脱落事故の原因の約６割が、タイヤ交換によるものといわれています。車輪脱落事故は冬から春にかけて発生件数
が増加するため、この時期には特にタイヤの取り付け状態の点検の徹底が求められます。
　そこで本シリーズでは、全日本トラック協会制作の「日常点検」および「雪道対策」解説 DVDをもとに、
車両の点検のポイントについて写真とともに説明していきます。今回は、「タイヤ交換時のポイント」につい
て紹介します。
　なお、同 DVDは全ト協ホームページ（右 QRコード）から視聴可能です。

⑧

⑦

⑥

⑤

④

③

②

①

⑧

⑥

⑤

④

③

②

①

⑦

❖�スペアタイヤ取付装置取付部の点検❖ホイール・ナットの緩み点検（大型）

❖ホイール・ナットの緩み点検（小型）

❖ディスクホイールの点検

❖ホイール・ボルト、ナットの点検

❖�スペアタイヤ取付装置の点検

❖�スペアタイヤの取り外し ❖スペアタイヤの取り付け③

❖�ディスクホイールの点検

スペアタイヤ取付装置の取付部に緩みがないかをスパナな
どにより点検します。また、損傷がないかを目視などにより点
検します（写真①）。

トルクレンチを用いて、規定トルクで締め付けます。左後輪は、
ホイール・ナットやボルトの緩みに気づきにくいので、注意し
ましょう（写真①）。

❖スペアタイヤの取り付け①❖ディスクホイール等の清掃

❖ホイール・ナットの締め付け

❖インパクトレンチを使用した締め付け

❖ホイール・ナットの増し締め

❖スペアタイヤの取り付け②

❖ツールボックス取付部の点検

スペアタイヤを取り付ける際に、スペアタイヤ取付装置のハン
ドルが円滑に回ること、および吊り上げチェーンにねじれや引
っかかりがないことを確認します（写真⑤）。

外したディスクホイールを取り付ける際には、ホイールの取付
面、合わせ面、ホイール・ナットの当たり面、ハブ取付面、
ボルト、ナットのサビやごみ、泥、追加塗装などの異物を取
り除きます（写真⑤）。

スペアタイヤ取付装置に緩みがないかを、スパナなどにより
点検します。また、ガタがないかを手で揺するなどして点検
します（写真②）。さらに、損傷がないかを目視などにより
点検します。

まず対角線の順序で半数のホイール・ナットを一度緩めま
す。トルクレンチを用いて、規定トルクで締め付けます。半
数の点検が終わったら、残りのボルトについても同様の点検
を行います（写真②）。

工具を使ってスペアタイヤを取り付け、最後に規定トルクで
締め付けます（写真⑥）。

締め付けは、まず手で円滑に回ることを確認した後で、対
角線の順序で２、３回に分けて行い、最後にトルクレンチを
用いて規定トルクで締め付けます（写真⑥）。

ハンドルを確実に差し込み、ゆっくり回しながらスペアタイヤ
を下ろします（写真③）。

ディスクホイールを取り外し、ボルト穴などの周りに亀裂や損
傷がないかなどを点検します（写真③）。

スペアタイヤを取り付けた後、スペアタイヤに異常な傾きがな
いかを目視などにより点検します。また、スペアタイヤの取り
付けに緩みがないかを、スペアタイヤを強く押すなどして点
検します（写真⑦）。

インパクトレンチで締め付ける場合（写真⑦）は、圧縮空
気圧力などに留意して、締めすぎないよう十分注意し、最
後はトルクレンチを用いて規定トルクで締め付けます。

スペアタイヤのディスクホイールについて、ボルト穴や飾り穴
の周りや溶接部に亀裂・損傷がないかを目視等により点検し
ます。また、スペアタイヤ取付装置とディスクホイール合わ
せ面に摩耗や損傷がないかを点検します（写真④）。

ホイール・ボルトおよびナットの亀裂・損傷、ボルトの伸び、
著しいサビなどの発生がないかを点検します。また、ネジ部
につぶれ、やせ、かじりなどの異常がないかを、目視などに
より点検します（写真④）。

ツールボックスの取付部に緩みがないかを、スパナなどによ
り点検します。また、損傷がないかを目視などにより点検しま
す（写真⑧）。

ホイール取り付け後は、一定距離（50kmから100kmを目
安に）を走行後、初期なじみが生じた後で、規定トルクで
増し締めを行います（写真⑧）。

タイヤ交換タイヤ交換第
２
回
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11
タ
イ
ヤ
交
換

タ
イ
ヤ
交
換　　
「
作
業
手
順
の
遵
守
と
交
換
後
の
『
増
し
締
め
』
徹
底
！
」

「
作
業
手
順
の
遵
守
と
交
換
後
の
『
増
し
締
め
』
徹
底
！
」

⑥

⑤

⑦

④

③

①

⑧

②

駐車ブレーキレバーを十分に引き、交換するタイヤとの対角
線のタイヤの前後に輪留めをかけます（写真①）。

❖�輪留めの実施

❖�ジャッキアップ

❖�タイヤの取り外し

ディスクホイールがガタつかない程度までホイール・ナット
を締め付けます。この時、ホイール・ナットの平面の部分
とディスクホイールのホイール・ナット当たり面が均等に密
着するように締め付けます（写真⑤）。

❖スペアタイヤの取り付けと締め付け（大型）

❖最後の締め付け

❖ホイール・ナットの増し締め

❖スペアタイヤの取り付けと締め付け（小型）❖ジャッキの設置

交換するタイヤに近いジャッキポイントに、ジャッキをかけます
（写真②）。

ディスクホイールがガタつかない程度までホイール・ナットを
締め付けます。この時、ホイール・ナットの大きく斜めになっ
ている部分とディスクホイールのホイール・ナット当たり面が
均等に密着するように締め付けます（写真⑥）。

ホイールレンチでホイール・ナットを少し緩めてから（写真③）、タ
イヤが地面から少し浮くまで、静かにジャッキアップします。

タイヤが地面に接するまでジャッキを下げ、ホイール・ナット
を対角線の順序で２、３回に分けて徐々に締め付けます。
最後の締め付けは、確実に行ってください（写真⑦）。

ホイール・ナットを外し、タイヤを交換します（写真④）。 ホイール取り付け後に走行すると、適度ななじみが生じます
ので、一般的には50kmから100km走行後を目安に増し
締めを行います。増し締めはトルクレンチなどを用いて、規
定トルクでホイール・ナットを締め付けます（写真⑧）。

車輪脱落を防ぐ４つのポイント車輪脱落を防ぐ４つのポイント

タイヤ交換から 2か月以内に約８割が脱落していますタイヤ交換から 2か月以内に約８割が脱落しています
車輪脱落事故はタイヤ交換によるものが約６割です車輪脱落事故はタイヤ交換によるものが約６割です

　ホイール・ボルト、ホイール・ナットの締め付け方式には、球面座で締め付
ける JIS 方式と、平面座で締め付ける ISO 方式があります。交換する場合は、
同じ規格の部品と交換してください。

サビ

写真で見る 『点検のポイント』『点検のポイント』〜全ト協制作 日常点検DVDより～
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﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に

は
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
る
か
﹂
を
聞
い
た

と
こ
ろ
︑﹁
力
強
い
・
た
く

ま
し
い
﹂（
52
・
１
％
）
が

最
も
高
く
︑﹁
我
慢
強
い
﹂

（
20
・
２
％
）︑﹁
頼
り
が
い

が
あ
る
﹂（
17
・
４
％
）︑﹁
荷

物
の
扱
い
が
丁
寧
﹂（
16
・

０
％
）
が
続
い
た
︵
図
5
︶︒

ま
た
︑﹁
荷
物
を
届
け
て
ほ

し
い
と
思
う
の
は
ど
の
よ
う

な
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
か
﹂

を
聞
い
た
と
こ
ろ
︑﹁
荷
物
の

扱
い
が
丁
寧
﹂（
53
・
５
％
）

が
最
も
高
く
︑
大
切
な
荷
物

を
丁
寧
に
運
ん
で
き
て
く
れ

る
と
う
れ
し
い
と
感
じ
る
人

が
多
い
︵
図
６
︶︒

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
こ
の
ほ
ど
︑
10
月
９
日
の
﹁
ト
ラ
ッ
ク

の
日
﹂
の
広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
︑
全
国
の
20
歳
〜
69
歳
の
男
女
を

対
象
に
﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
関
す
る
意
識
調
査
﹂（
有
効
サ
ン
プ
ル
数
=

１
０
０
０
人
）
を
実
施
し
た
︒
そ
れ
に
よ
る
と
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
は
﹃
生く

ら

し活

と
経
済
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
﹄
だ
と
思
う
﹂
と
回
答
し
た
人
が
９
割
に
上

っ
た
ほ
か
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
ら
﹁
困
る
﹂
と
回
答

し
た
人
も
９
割
強
に
達
す
る
な
ど
︑
我
が
国
の
物
流
を
支
え
る
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
が
市
民
か
ら
高
い
信
頼
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
︒

　
こ
こ
で
は
︑
同
意
識
調
査
の
結
果
の
一
部
を
紹
介
す
る
︒

　

全
回
答
者（
１
０
０
０
人
）

に
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
（
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
）
は
﹃
生く

ら

し活
と
経
済
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
﹄
だ
と
思
う

か
﹂
と
聞
い
た
と
こ
ろ
︑﹁
そ

う
思
う
（
と
て
も
そ
う
思
う

・
ま
あ
そ
う
思
う
の
合
計
）﹂

が
90
・
２
％
と
な
っ
た
︵
図

１
︶︒
大
多
数
の
人
が
︑
ト
ラ

ッ
ク
は
社
会
に
欠
か
せ
な
い

と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
︒

　

年
代
別
で
は
︑
50
代
で
は

93
・
０
％
︑
60
代
で
は
96
・

５
％
の
人
が
﹁
そ
う
思
う

（
同
）﹂
と
回
答
︒
シ
ニ
ア

層
で
特
に
高
い
傾
向
が
み
ら

れ
た
︒

　

ま
た
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

が
店
舗
に
届
か
ず
飲
食
店
が

お
店
を
開
け
な
く
な
る
﹂（
71

・
０
％
）が
最
も
高
く
︑次
い

で
﹁
医
療
用
品
が
病
院
に
届

か
ず
治
療
が
で
き
な
く
な
る
﹂

（
68
・
１
％
）と
な
っ
た
︵
図

３
︶︒生
産
者
・
メ
ー
カ
ー
と

事
業
者
を
結
ぶ
輸
送
手
段
が

断
た
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
︑飲

食
店
や
小
売
店
︑病
院
の
運

営
上
︑大
き
な
影
響
が
生
じ
る

こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る
人

が
多
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒

　

男
女
別
で
は
︑﹁
通
販
で

買
っ
た
商
品
が
届
か
な
く
な

る
﹂
が
女
性
で
は
62
・
８
％

と
な
り
︑男
性
（
52
・
８
％
）

に
比
べ
て
10
ポ
イ
ン
ト
高
く

な
っ
た
︒

が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
ら
︑

ど
の
く
ら
い
困
る
と
思
う
か
﹂

と
聞
い
た
と
こ
ろ
︑﹁
困
る
と

思
う
（
と
て
も
困
る
と
思
う

・
ま
あ
困
る
と
思
う
の
合

計
）﹂
は
92
・
１
％
に
上
っ
た

︵
図
２
︶︒

　

年
代
別
で
は
︑
50
代
で
は

98
・
５
％
︑
60
代
で
は
96
・

０
％
の
人
が
﹁
困
る
と
思
う

（
同
）﹂と
回
答
︒
同
じ
く
︑

シ
ニ
ア
層
で
特
に
高
い
傾
向

が
み
ら
れ
た
︒

　
﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
止
ま
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
に
起
こ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
問
題
に

つ
い
て
︑
社
会
的
影
響
が
大

き
い
と
思
う
も
の
﹂
に
つ
い

て
尋
ね
た
と
こ
ろ
︑﹁
食
材

　

全
回
答
者
に
﹁
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
に
感
謝
し
た
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
﹂
を
聞
い
た
と

こ
ろ
︑
図
７
の
よ
う
な
回
答

が
寄
せ
ら
れ
た
︒

　

我
が
国
の
産
業
活
動
や
国

民
生
活
に
と
っ
て
不
可
欠
な

存
在
で
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
︒

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
対
す

る
市
民
か
ら
の
期
待
に
応

え
︑
市
民
か
ら
の
信
頼
感
を

よ
り
一
層
高
め
て
い
く
た
め

に
は
︑
輸
送
サ
ー
ビ
ス
に
対

す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
ひ
と

り
の
常
日
頃
か
ら
の
心
構
え

が
求
め
ら
れ
て
く
る
に
違
い

な
い
︒

トラック（トラック輸送）は「生活（くらし）と
経済のライフライン」だと思いますか。
（単一回答形式）

（％）

トラック輸送が止まってしまったら、どのくらい
困ると思いますか。
（単一回答形式）

図１

図２
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（％）
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そう思う
（計）

90.2

85.0

89.0

87.5

93.0

96.5

全体
n=1,000

とてもそう思う まあそう思う
あまりそう思わない まったくそう思わない［年代別］

20代
n=200

30 代
n=200

40 代
n=200

50 代
n=200

60 代
n=200
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45.5
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4.0
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3.0
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6.0
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41.0

32.0

34.0

困ると
思う
（計）

92.1

88.0

88.0

90.0

98.5

96.0

全体
n=1,000

とても困ると思う まあ困ると思う
あまり困らないと思う まったく困らないと思う［年代別］

20代
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30 代
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n=200
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2.9
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24.5

24.0
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トラック輸送が止まってしまった場合に起こることが予想される
問題について、社会的な影響が大きいと思うものをお選びください。
（複数回答形式）

食材が店舗に届かず
飲食店がお店を開けなくなる

医療用品が病院に届かず
治療ができなくなる

生産者・メーカーからの商品が届かず
お店から商品が消える

（％）

宅配便や郵便で
荷物が送れなくなる

生産に必要な材料が届かず
メーカーが商品を生産できなくなる

ガソリンスタンドにガソリンが届かず
車が使えなくなる

通販で買った商品が
届かなくなる

建設材料が届かず
住宅やビルが建設できなくなる

引っ越しができなくなる

その他

全体（n=1,000）
男性（n=500）
女性（n=500）

特になし

71.0
68.2
73.8

68.1
63.6

72.6

67.5
64.4
70.6

64.4
61.2
67.6

63.9
62.6
65.2

62.2
58.2
66.2

57.8
52.8

62.8

50.6
50.6
50.6

39.5
38.4
40.6

0.4
0.6
0.2

4.3
6.2
2.4

図３

トラックが国内貨物輸送量の９割を運ん
でいることを知っていましたか。
（単一回答形式、n=1,000）

トラックは地震・台風などの災害時に、
国や自治体などと連携して被災地に緊急
支援物資の輸送をしていることを知って
いましたか。（単一回答形式、n=1,000）

知っていた
27.3％

知っていた
52.9％

知らなかった
72.7％

知らなかった
47.1％

図４

トラックドライバーにはどのようなイメージを
お持ちですか。
（複数回答形式、上位 10位まで、n=1,000）

力強い・たくましい

我慢強い

頼りがいがある

（％）

荷物の扱いが丁寧

時間管理がしっかりしている

真面目

気配りができる

礼儀正しい

かっこいい

はきはきと話す

52.1

20.2

17.4

16.0

15.8

10.6

8.5

7.7

7.0

6.9

荷物を届けてほしいと思うのはどのような
トラックドライバーですか。
（複数回答形式、上位 10位まで、n=1,000）

0 10 20 30 40 50 60

力強い・たくましい

清潔感がある

頼りがいがある

（％）

荷物の扱いが丁寧

時間管理がしっかりしている

真面目

気配りができる
礼儀正しい

さわやか

はきはきと話す

53.5

46.2

35.2

34.8

31.5

27.3

21.7

19.6

19.1

18.7
0 10 20 30 40 50 60

図５

図６

　
﹁
ト
ラ
ッ
ク
が
国
内
貨
物

輸
送
量
の
９
割
を
運
ん
で
い

る
こ
と
﹂
を
知
っ
て
い
た
人

は
27
・
３
％
で
あ
っ
た
︒ま
た
︑

﹁
ト
ラ
ッ
ク
は
地
震
・
台
風

な
ど
の
災
害
時
に
︑
国
や
自

治
体
な
ど
と
連
携
し
て
被
災

地
に
緊
急
支
援
物
資
の
輸
送

を
し
て
い
る
こ
と
﹂
を
知
っ
て

い
た
人
は
52
・
９
％
と
︑
過

半
数
を
占
め
た
︵
図
４
︶︒

＜調査概要＞
・調査タイトル：トラック輸送に関する意識調査 2020
・調査対象：全国の 20 歳～ 69 歳の男女
・調査期間：令和２年 9 月11 日～ 9 月14 日の 4 日間
・調査方法：インターネット調査
・調査地域：全国
・有効回答数：1,000 サンプル

業
界
へ
の
高
い
信
頼
感
を
維
持
す
る
た
め
に

業
界
へ
の
高
い
信
頼
感
を
維
持
す
る
た
め
に

求
め
ら
れ
る
「
常
日
頃
か
ら
の
心
構
え
」

求
め
ら
れ
る
「
常
日
頃
か
ら
の
心
構
え
」

4 

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
感
謝
し
た
い
エ
ピ
ソ
ー
ド

「
力
強
い
・
た
く
ま
し
い
」
イ
メ
ー
ジ
が
最
多
に

「
力
強
い
・
た
く
ま
し
い
」
イ
メ
ー
ジ
が
最
多
に

「
大
切
な
荷
物
を
丁
寧
に
運
ぶ
」
こ
と
に
高
評
価

「
大
切
な
荷
物
を
丁
寧
に
運
ぶ
」
こ
と
に
高
評
価

3 

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
関
す
る
意
識

３
割
弱
が
「
国
内
貨
物
輸
送
量
の
９
割
を
輸
送
」
認
識

３
割
弱
が
「
国
内
貨
物
輸
送
量
の
９
割
を
輸
送
」
認
識

緊
急
支
援
物
資
輸
送
へ
の
認
知
過
半
数
に

緊
急
支
援
物
資
輸
送
へ
の
認
知
過
半
数
に

2 

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
実
態
に
関
す
る
認
知
状
況

「
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
止
ま
る
と
困
る
」
９
割
超
に

「
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
止
ま
る
と
困
る
」
９
割
超
に

特
に
シ
ニ
ア
層
か
ら
の
信
頼
高
く

特
に
シ
ニ
ア
層
か
ら
の
信
頼
高
く

1 

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
関
す
る
意
識
と
認
知
状
況

全ト協「トラック輸送に関する意識調査２０２０」10月9日は「トラックの日」 「
ト
ラ
ッ
ク
は『

「
ト
ラ
ッ
ク
は『
生生く

ら

し

く

ら

し活活
と
経
済
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
』だ
と
思
う
」が
９
割
に

と
経
済
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
』だ
と
思
う
」が
９
割
に

市民の間に広がる「トラック輸送への信頼感」

図７　ドライバーに感謝したいエピソード
（自由回答形式、回答を抜粋して表示）

■笑顔や挨拶に関するエピソード
・�「いつもご利⽤ありがとうございます！」と笑顔で⾔ってもらえてうれしかった（20代
⼥性）

・明るい笑顔で挨拶をしてくれて、⼼が和んだ（20代⼥性）
・モニター越しでも笑顔で挨拶してくれて、うれしかった（30代⼥性）

■優しさや気づかいに関するエピソード
・�⼩さい⼦どもがいるため、重い荷物を家の中まで運んでくれてとても助かった（30

代⼥性）
・�代引きのときは必ず前もって電話をしてくれ、⾦額や時間の確認をしてくれた（50代

⼥性）
・�不在票が⼊っていて再配達を依頼しようとしたら、連絡をする前に気を利かせて届

けてくれた（60代⼥性）
・渋滞時に⾞間距離をあけて道を譲ってもらえた（50代男性）
・�運転中、脇道から合流するときに⼊らせてくれることが多かった（30代男性）

■配達の時間に関するエピソード
・要望の時間どおりにきちんと届けてくれた（20代男性）
・配達時間に融通を利かせてくれた（50代⼥性）
・夜遅い時間でも届けてくれた（40代男性）

■悪天候時の配達に関するエピソード
・�台⾵上陸前の強⾵のなか、指定の時間に遅れず荷物を届けにきてくれた（20代男

性）
・�⼤⾬の⽇も酷暑の⽇も、指定時間を守って荷物を送り届けてもらった（30代⼥性）
・��強い⾬の⽇だったにもかかわらず、再配達の荷物を笑顔で持ってきてくれた（50代

⼥性）
■コロナ禍での配達に関するエピソード

・�コロナ禍で忙しいはずにもかかわらず、以前と同じスピードで届けてもらった（30代
⼥性）

・�コロナ禍でもお店に商品がちゃんと並んでいるのは物流を⽌めずに荷物を運んでく
れたドライバーのおかげ（50代⼥性）

・�コロナ禍で荷物が多いなか、これまでと同じように笑顔で気持ちよく届けてもらい元
気が出た（50代⼥性）

■⾮常時の対応に関するエピソード
・⾞が脱輪してしまい、困っていたときに助けてもらった（50代男性）
・�ひき逃げにあったとき、すぐにかけつけて救急⾞を呼んで助けてもらった（20代男

性）
・⾞がガス⽋で困っていたときに助けてもらった（40代⼥性）
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法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜高速道路編〜
 【解 答】２面に問題

❶ ○（交通の教則第7章冒頭）交通の教
則第7章「高速道路での走行」の冒頭に、
「高速道路とは、高速自動車国道と自動
車専用道路をいいます」と記載されてい
る。
❷ ×（交通の教則第7章第2節走行上の
注意2-2）長い時間高速で走ったり、夜
間高速で走ったりしていると速度感が鈍
り、速度を出し過ぎがちになるので、速
度計で確かめるようにする。
❸ ×（交通の教則第7章第2節走行上の
注意1）本線車道とは、高速道路で通常
高速走行をする部分（加速車線、減速車
線、登坂車線、路側帯、路肩を除いた

部分）をいう。したがって、登坂車線は
本線車道には含まれない。
❹ ○（交通の教則第7章第2節走行上の
注意3-10）強風のときは、ハンドルを取
られやすいので速度を落とし、注意して
運転する。特に、トンネルや切り通しの
出口などでは、横風のためにハンドルを
取られることがあるので注意する。
❺ ×（交通の教則第7章第2節走行上の
注意5-3）一般道路へ出たときは、速や
かに一般道路に見合った運転方法をと
る。特に、高速運転に慣れた後は速度
を出し過ぎになりがちなので、速度には
十分注意する。

食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

あ
る
事
業
者
に
よ
る
と
︑﹁﹃
荷

主
が
２
次
取
引
ま
で
し
か
認
め
な

く
な
っ
た
の
で
︑
お
宅
は
下
請
け

を
使
わ
な
い
よ
う
に
﹄
と
元
請
事

業
者
か
ら
言
わ
れ
た
﹂
と
い
う
︒

荷
主
が
元
請
事
業
者
と
︑
下
請
事

業
者
ま
で
は
よ
い
が
︑
そ
れ
以
上

の
多
層
構
造
は
認
め
な
い
と
い
う

方
針
を
出
し
︑
元
請
事
業
者
に
指

示
し
て
き
た
ら
し
い
︒
そ
こ
で
他

も
調
べ
た
ら
︑
大
手
積
み
合
わ
せ

の
仕
事
を
請
け
て
い
る
あ
る
事
業

者
に
も
︑同
様
の
話
が
き
て
い
た
︒

こ
の
場
合
は
︑
荷
主
で
は
な
く
大

手
事
業
者
自
身
の
意
向
だ
ろ
う
︒

　

先
の
事
業
者
は
﹁
荷
主
の
狙
い

は
何
か
︑
な
ぜ
こ
の
時
期
に
そ
の

よ
う
な
方
針
を
出
し
て
き
た
の
か

が
疑
問
﹂
と
い
う
︒
そ
こ
で
考
え

ら
れ
る
の
は
︑
改
正
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
法
で
﹁
荷
主
対
策
の
深

度
化
﹂が
図
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
︒

﹁
荷
主
の
配
慮
義
務
﹂

の
新
設
や
﹁
荷
主
勧
告

制
度
﹂
の
充
実
な
ど
で

あ
る
︒
さ
ら
に
︑
改
正

事
業
法
の
大
き
な
柱
の

１
つ
で
あ
る
﹁
標
準
的

運
賃
﹂制
度
の
施
行
だ
︒

標
準
的
運
賃
は
実
運
送

事
業
者
の
運
賃
と
規
定

し
て
い
る
︒
こ
の
標
準

的
運
賃
の
考
え
方
に
基
づ
け
ば
︑

﹁
下
請
け
が
多
層
に
な
る
に
従

っ
て
︑
運
賃
が
ど
ん
ど
ん
高
く

な
っ
て
い
く
︒
提
示
さ
れ
た
標

準
的
運
賃
を
認
め
る
か
否
か
は

別
だ
が
︑
制
度
自
体
は
荷
主
が

理
解
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
﹂

と
︑
と
り
あ
え

ず
思
い
つ
く
範

囲
で
話
し
て
お

い
た
︒

　

だ
が
︑
こ
れ

は
あ
く
ま
で
想

定
で
あ
り
︑
正

直
な
と
こ
ろ
荷

主
の
真
意
は
分

か
ら
な
い
︒
積

み
合
わ
せ
事
業

者
の
ケ
ー
ス
は
︑

リ
ス
ク
回
避
と

も
考
え
ら
れ
る
︒

理
由
は
と
も
か

く
︑
も
し
こ
の

よ
う
な
流
れ
が

一
般
的
に
な
っ
て

く
れ
ば
︑
実
際
の
取
引
関
係
を

通
し
て
多
層
構
造
の
是
正
が
進

む
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
は
︑

多
層
構
造
が
弊
害
を
も
た
ら
し

て
き
た
こ
と
も
事
実
だ
︒
こ
れ

ま
で
は
多
層
取
引
の
各
段
階
で

マ
ー
ジ
ン
が
引
か
れ
︑
末
端
の
実

運
送
事
業
者
の
運
賃
が
非
常
に
安

く
な
っ
て
い
た
︒
低
運
賃
で
も
経

営
が
維
持
で
き
て
い
た
の
は
︑
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
コ
ス
ト
を
極

力
削
り
︑
長
時
間
労
働
と
低
賃
金

な
ど
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
シ
ワ
寄
せ

を
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
︒そ
の
点
︑

﹁
標
準
的
運
賃
は
実
運
送
事
業
者

の
運
賃
﹂
と
い
う
考
え
方
は
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条
件
の
改
善
と

い
う
目
的
に
沿
っ
て
い
る
︒

　

先
の
荷
主
の
方
針
が
︑
改
正
事

業
法
や
標
準
的
運
賃
の
主
旨
を
理

解
し
た
も
の
だ
と
す
れ
ば
︑
そ
れ

は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
︒
だ
が

同
時
に
︑
現
実
に
は
様
々
な
課
題

も
表
面
化
し
て
く
る
︒
ま
ず
︑
多

層
構
造
の
下
の
方
で
実
運
送
を
し

て
い
た
事
業
者
に
は
仕
事
が
い
か

な
く
な
る
︒
ま
た
︑
多
層
構
造
の

中
間
ぐ
ら
い
に
い
た
事
業
者
も
対

応
を
迫
ら
れ
る
︒
先
の
事
業
者
の

よ
う
に
︑
孫
請
事
業
者
に
外
注
し

て
い
た
荷
物
を
自
車
両
で
運
ぶ
こ

と
に
な
る
︒
車
両
は
リ
ー
ス
に
し

て
も
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
増
員
が
必

要
だ
︒
一
方
︑
元
請
事
業
者
も
こ

れ
か
ら
は
下
請
運
賃
に
対
す
る
考

え
方
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
︒
引
き
算
か
ら
足
し
算
へ
の
転

換
で
あ
る
︒

第
264
回

業界の多層構造に変化の兆しか

　
　
　
　

︻
解
説
︼
就
業
規
則
に
つ
い
て
︑
労

働
基
準
法
第
89
条
は
︑
常
時
10
人
以

上
の
労
働
者
を
使
用
す
る
使
用
者
は
︑

労
働
時
間
や
賃
金
等
の
労
働
条
件
を

定
め
た
就
業
規
則
を
作
成
し
︑
行
政

　

弊
社
で
は
こ
の
と
こ
ろ
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
者
が
増
え
て
お
り
、

常
時
十
数
人
が
働
い
て
い
る
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

そ
ろ
そ
ろ
一
般
労
働
者
と
は
別
個

に
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
専
用

の
就
業
規
則
を
作
り
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
場
合
、
労
働
者
か

ら
の
意
見
聴
取
に
つ
い
て
は
、
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
代
表
者
の

み
の
意
見
を
聴
け
ば
足
り
る
の
で

し
ょ
う
か
。
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パート規則、パートの
意見聴取のみでよいか

官
庁
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
︑
同
第
90
条
は
︑
そ
の
作
成
や

変
更
に
当
た
っ
て
は
︑
労
働
者
の
意

見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

て
い
ま
す
︒
そ
し
て
︑
就
業
規
則
の

作
成
に
つ
い
て
︑
厚
生
労
働
省
は
︑

行
政
解
釈
で﹁
同
一
事
業
場
に
お
い
て
︑

（
労
基
）
法
第
３
条
（
均
等
待
遇
）

に
反
し
な
い
限
り
に
お
い
て
︑
一
部

の
労
働
者
に
つ
い
て
の
み
適
用
さ
れ

る
別
個
の
就
業
規
則
を
作
成
す
る
こ

と
は
差
し
支
え
な
い
﹂（
昭
和
63
年

３
月
基
発
第
１
５
０
号
等
）
と
し
て
︑

本
則
以
外
に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

な
ど
労
働
条
件
が
異
な
る
グ
ル
ー
プ

の
労
働
者
に
つ
い
て
の
み
適
用
さ
れ

る
別
個
の
就
業
規
則
を
作
成
す
る
こ

と
を
認
め
て
い
ま
す
︒

　

特
に
︑
一
般
労
働
者
用
の
就
業
規

則
し
か
な
い
事
業
場
で
は
︑
対
象
労

働
者
の
範
囲
を
あ
い
ま
い
に
し
て
お

く
と
︑
労
働
条
件
の
適
用
を
巡
っ
て

裁
判
で
争
わ
れ
た
場
合
︑
結
果
と
し

て
退
職
金
な
ど
︑
一
般
労
働
者
用
の

就
業
規
則
の
規
定
が
そ
の
ま
ま
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
適
用
さ
れ
て
し

ま
う
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の

で
︑
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た

め
に
も
︑
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
専

用
の
規
則
を
作
る
こ
と
が
望
ま
し
い

で
し
ょ
う
︒

　

た
だ
し
︑
こ
の
よ
う
な
就
業
規
則

の
別
規
則
を
定
め
た
場
合
に
は
︑﹁
当

該
二
以
上
の
就
業
規
則
を
合
し
た
も

の
が
法
第
89
条
の
就
業
規
則
と
な
る

の
で
あ
っ
て
︑
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
同

条
に
規
定
す
る
就
業
規
則
と
な
る
も

の
で
は
な
い
﹂（
前
記
行
政
解
釈
）

と
い
う
の
が
厚
労
省
の
考
え
方
で
す
︒

こ
の
た
め
︑
一
般
労
働
者
用
と
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
用
の
二
つ
の
就
業

規
則
を
作
成
し
た
場
合
︑
労
基
法
第

89
条
に
い
う
就
業
規
則
と
い
う
の
は

こ
の
二
つ
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
︑

ご
質
問
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
用

の
就
業
規
則
も
︑
御
社
の
就
業
規
則

本
則
の
一
部
と
み
な
さ
れ
る
わ
け
で

す
︒

　

し
た
が
っ
て
︑
そ
の
作
成
に
つ
い
て

は
︑
労
基
法
第
90
条
の
手
続
に
従
い
︑

過
半
数
の
労
働
者
で
組
織
す
る
労
働

組
合
か
︑
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表

す
る
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な

ら
ず
︑
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
代

表
者
の
意
見
の
み
で
は
法
の
要
件
を

欠
い
た
違
法
な
措
置
と
な
り
ま
す
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
用
の
就
業
規
則
の
作
成
や
変
更

に
つ
い
て
︑
労
基
法
上
の
手
続
と
し

て
は
︑
過
半
数
労
働
組
合
や
過
半
数

代
表
者
の
意
見
を
聴
け
ば
足
り
る
の

で
す
が
︑
一
方
で
︑
短
時
間
労
働
者

及
び
有
期
雇
用
労
働
者
の
雇
用
管
理

の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
５

年
法
律
第
76
号
）
第
７
条
に
お
い
て

は
︑
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
過
半

数
を
代
表
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
の

意
見
を
聴
く
よ
う
に
努
め
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
の
で
︑
留
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
︒

Ａ�

労
基
法
上
は
労
働
者
の
過

半
数
代
表
の
意
見
が
原
則

185「
知
ら
れ
ざ
る
鯖
街
道
②
」 

鳥
取
県・智
頭
街
道
の
焼
き
鯖さ

ば

ず
し

　

山
陰
は
日
本
海
と
中
国
山

地
に
挟
ま
れ
︑
帯
の
よ
う
に

東
西
に
延
び
て
い
る
︒
海
幸

山
幸
の
両
方
が
楽
し
め
︑
こ

れ
ら
が
行
き
交
っ
た
時
代
の

文
化
も
よ
く
残
っ
て
い
る
︒

　

と
り
わ
け
鳥
取
県
は
横
に

長
く
︑
ま
た
中
国
山
地
か
ら

海
岸
部
へ
向
か
っ
て
下
り
坂

に
な
っ
て
い
る
︒
行
き
来
し

や
す
か
っ
た
の
で
︑
海
辺
と

山
間
部
を
結
ぶ﹁
食
の
街
道
﹂

が
た
く
さ
ん
存
在
す
る
︒

　

例
え
ば
鳥
取
市
の
西
に
位

置
す
る
酒さ

け
の
つ津
か
ら
智ち

づ
ち
ょ
う

頭
町
へ

至
る
ル
ー
ト
︒
酒
津
は
︑
正

月
行
事
の
ト
ン
ド
ウ
が
無
形

民
俗
文
化
財
に
な
っ
て
い
る

小
さ
な
漁
港
︒
鳥
取
沿
岸
で

鯖
が
よ
く
獲
れ
た
70
年
代
か

ら
漁
師
が
塩
鯖
に
取
り
組

み
︑地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
育
て
た
︒

手
で
撫
で
る
程
度
な
の
に
︑

い
い
塩
気
が
染
み
込
む
と
は

さ
す
が
熟
練
の
業
で
あ
る
︒

　

こ
の
塩
鯖
は
鳥
取
の
魚
市

場
経
由
で
市
内
の
店
頭
に
並

ぶ
が
︑
智
頭
町
の
焼
き
鯖
ず

し
に
も
欠
か
せ
な
い
︒
岡
山

県
境
の
智
頭
町
は
古
今
︑
京

阪
神
と
日
本
海
側
を
結
ぶ
智

頭
街
道
の
拠
点
で
︑
鳥
取
平

野
か
ら
日
本
海
へ
注
ぐ
千せ

ん
だ
い代

ら
︑
自
家
栽
培
の
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
酢
飯
に
載
せ
︑
巻
き
簀す

で
ぎ
ゅ
っ
と
押
す
︒

　

し
ば
ら
く
置
い
て
鯖
と
す

し
飯
が
馴
染
め
ば
食
べ
頃
︒

鯖
が
香
ば
し
く
︑
目
を
瞑つ

ぶ

っ

て
し
ま
う
お
い
し
さ
だ
︒
鯖

を
求
め
る
人
が
い
る
限
り
︑

鯖
の
道
は
ど
こ
ま
で
も
続
い

て
い
く
の
で
あ
る
︒

 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

　

酒
津
の
塩
鯖
を
牽
引
す
る

の
は﹁
や
ま
じ
ゅ
う
や
ま
ね
﹂︒

三
代
目
の
青
年
が
祖
母
︑
母

と
夜
明
け
か
ら
生
産
に
励
ん

で
い
る
︒
鯖
は
吟
味
し
た
ノ

ル
ウ
ェ
ー
産
で
︑
解
凍
し
た

ら
頭
付
き
の
背
割
り
が
酒
津

流
儀
︒
薄
い
塩
水
で
し
っ
か

り
血
抜
き
し
た
ら
︑
一
匹
ず

つ
塩
を
す
り
込
む
の
は
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
担
当
︒
す
っ
と

川が
わ

の
水
源
が
あ
り
︑
面
積
の

約
９
割
は
山
林
だ
︒

　

こ
ん
な
智
頭
町
早
瀬
地
区

に
あ
る
﹁
フ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
な

ぎ
﹂
の
人
気
商
品
が
焼
き
鯖

ず
し
︒
店
主
・
谷
口
満
紀
さ

ん
が
鳥
取
の
魚
市
場
で
酒
津

の
塩
鯖
を
仕
入
れ
て
く
る
と

準
備
オ
ッ
ケ
ー
︒
特
製
醤
油

だ
れ
に
漬
け
込
み
︑
焦
げ
目

が
美
し
く
つ
く
ま
で
焼
い
た

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑
運
送

事
業
者
を
対
象
に
﹁
輸
送
・
荷
待

ち
・
荷
役
な
ど
に
関
す
る
輸
送
実

態
把
握
の
た
め
の
意
見
等
﹂
の
募

集
窓
口
を
設
置
し
て
い
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
長
時
間
の
荷
待

ち
や
契
約
に
含
ま
れ
な
い
附
帯
業

務
（
追
加
業
務
）
な
ど
︑
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
確
保
に
影
響
し
得
る

輸
送
に
つ
い
て
︑
意
見
・
事
例
を

収
集
し
て
実
態
を
把
握
し
︑
今
後

の
施
策
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と

し
て
い
る
︒

　

意
見
に
つ
い
て
は
︑
国
交
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

よ
り
入
力
の
こ
と
︒

税制改正関連要望項目

１. 新型コロナウイルス感染症に係る各種軽減措置の延長
２. 自動車関係諸税の簡素化・軽減
⑴自動車関係諸税の簡素化・軽減
⑵自動車税における営自格差見直し反対
⑶自動車重量税の道路特定財源化

３. 中小企業投資促進税制の延長
４. 特例措置の延長
⑴自動車重量税のエコカー減税の延長
⑵自動車税環境性能割特例措置の延長
⑶ASV（先進安全自動車）特例措置の延長
⑷自動車税のグリーン化特例の延長
⑸中小企業・協同組合等の法人税率の特例措置の延長
⑹所得拡大促進税制の延長
⑺中小企業経営強化税制の延長
⑻商業・サービス業・農林水産業活性化税制の延長

５. トラック協会が運営する地域防災・災害対策関連施設等について固定資産税の軽減措置の適用

予算関連要望項目

１. 新型コロナウイルス感染症関係要望
⑴事業継続に困窮するトラック事業者への資金繰り対策の継続
⑵事業継続に困窮するトラック事業者への支援の継続
⑶雇用の維持に関する各種助成金の継続
⑷エッセンシャル事業に対する支援の創設

２. 道路関係要望
　1高速道路料金等の引下げ
⑴営業用トラックに係る割引制度、料金体系の設定
　①新型コロナウイルス感染拡大に伴い、大口・多頻度割引の実質50％以上の割引の適用
　②首都高速等における割引制度の拡充等
　③長距離逓減制の割引の拡充
　④�深夜割引の拡充
　⑤渋滞対策等に資する料金・割引制度の設定
⑵本四高速における割引制度の拡充
⑶フェリー等利用に対する補助・助成制度の創設

　2道路の積極的な活用に向けた諸施策の実現
⑴「重要物流道路」をはじめとする高速道路等ネットワークの整備推進
　①「重要物流道路」における機能強化の推進及びミッシングリンクの解消
　②渋滞対策の推進
　③安全対策の推進
　④�ダブル連結トラックの本格展開、隊列走行・自動運転の推進等物流効率化のための取組推進
　⑤下関北九州道路の早期実現
⑵休憩・休息施設、中継物流拠点の整備・拡充
　①�高速道路のSA・PA、道の駅における駐車スペースの整備・拡充
　②シャワー施設等、休憩・休息建屋内の施設の充実
　③�高速道路と民間施設を直結する民間施設直結スマートIC制度及び中継物流拠点の設置箇所拡大

による中継輸送の推進
　④ETC2.0によるサービスの充実
⑶その他諸施策の推進
　①�冬期における道路交通の確保、及び自然災害時の道路事情を勘案した料金の設定
　②道路関係情報のデジタル化の促進

３. 働き方改革関係要望
　1働き方改革実現のための諸対策に係る補助・助成の拡充
４. 環境・交通安全関係要望
　1環境対策及び省エネ対策のための補助
⑴石油石炭税の「地球温暖化対策のための課税の特例」に係る補助の継続
⑵天然ガストラック等の普及に係る補助の継続

　2交通安全対策のための補助
⑴ASV（先進安全自動車）関連機器の導入に対する補助の拡充
⑵デジタル式運行記録計、ドライブレコーダ等運行管理支援機器の導入に対する補助の継続及び拡
充

輸
送
に
関
す
る
意
見
を
運
送
事
業
者
か
ら
募
集

長
時
間
の
荷
待
ち
な
ど
輸
送
実
態
把
握
の
た
め

令和３年度税制改正・予算に関する要望項目全
ト
協

（関連１面）（関連１面）

国交省

恒常的に長い荷待ち時間 無理な到着時間の設定

過積載になるような依頼 大型台風や豪雨・豪雪日の配送

❶  つねに出荷準備が遅れて荷待ち時間が長い
❷  いつも配送先で荷待ち時間が長い
❸  スピード違反しないと間に合わない無理な到着時間を指定された
❹  交通事故渋滞や悪天候など、やむを得ない遅延なのにペナルティを課された
❺  過積載になるのに積込時に貨物量を増やされた
❻  手作業での積込など、契約にはない積込作業を強要された
❼  契約にはないラベル貼り・検品などを強要された
❽  約束と違い荷主が高速道路料金を負担しなかった
❾  予め小さなキズ程度であれば貨物を引き取るとの取り決めがあるにもかかわらず買い取らされた
　  運転が危険な悪天候の中での配送を強要された 
     配送先でコロナウイルス感染の差別的扱いをされた

意見・事例として投稿していただきたい項目です。

QRコードを
読み取って下さい。

お送りいただいた内容について、投稿者様や所属企業・団体、荷主様に問い合わせすることは絶対にありませんので、ご安心ください。

情報ください

積込先、配送先で
困りごと、ありませんか。

予定通り
運んでね

高速代くれないと
間に合わないよ…

3時までに
届けてね
時間厳守だよ

えっ
重量オーバーに
なるかもしれないけど
これも頼むよ

断れないし
仕方ない

え、え～、
この豪雨のなかですか

大丈夫
かなぁ

国土交通省の
投稿サイトに
リンクしています。

10

もう2時間待ってるのに
ここではいつも
　長く待たされるなぁ

悪いね～
もう少し待ってて

11
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・車種判別センサーで「車種」と「大きさ」を自動的に判別し、
　車に合わせた最適な洗車を可能にしました。
・洗車に伴うスタッフの負担軽減と業務の効率化を強力サポート！

・検査ラインとの連動で車両を6台のカメラで自動撮影し、お客様
  の管理と共にコンプライアンスを強化します。
・カメラは最大12台までの接続が可能です。

ビッグウォッシャー  アバンザードCS-Photo α6
検査車両撮影システム 大型車両用門型洗車機

使用水量の大幅削
減！

ラクに・エコに・
キレイに！！検査時に車両を自

動撮影！

顧客・車両管理を強
力バックアップ！！

本社 /〒113-0034 東京都文京区湯島 3-26-9
Tel.03-3833-6110 Fax.03-5688-7074販売元 http://www.iyasaka.co.jp

2020・10・15

▼
不
思
議

な
夢
を
幾

度
と
な
く

見
ま
し
た
︒

今
年
は
︑
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も

あ
り
︑両
親
の
眠
る
菩
提
寺
か
ら
﹁
お

盆
の
墓
参
り
は
控
え
て
ほ
し
い
﹂
と

書
面
で
案
内
が
あ
り
︑
線
香
を
手
向

け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
︒

毎
日
︑
両
親
の
写
真
に
お
水
を
供

え
︑
正
座
し
て
両
手
を
合
わ
せ
て
い

ま
す
が
︑
不
思
議
な
夢
は
続
き
ま
し

た
︒
▼
幼
い
頃
の
私
の
手
を
引
く

父
︑
飼
い
犬
と
私
を
連
れ
散
歩
に
向

か
う
母
︑
そ
れ
ぞ
れ
に
行
き
着
く
先

は
︑
決
ま
っ
て
両
親
の
眠
る
お
寺
で

し
た
︒
お
寺
に
着
く
と
︑
本
堂
か
ら

読
経
が
聞
こ
え
︑
住
職
が
振
り
向
き

様
に
私
の
名
前
を
呼
ぶ
の
で
す
︒
両

親
は
迷
わ
ず
本
堂
に
あ
が
り
︑
薄
暗

が
り
の
中
で
座
布
団
に
座
り
︑
目
を

見
開
き
︑
本
尊
に
手
を
合
わ
せ
て
い

る
の
で
す
︒
私
は
そ
の
状
況
が
理
解

で
き
ず
に
︑
後
退
り
し
て
本
堂
か
ら

逃
げ
る
の
で
す
が
︑
誰
か
が
私
の
足

を
掴
ん
で
邪
魔
を
す
る
の
で
す
︒
そ

の
手
は
︑
肌
色
で
は
な
く
茶
色
が
か

っ
た
手
で
﹁
こ
の
世
の
人
で
は
な

い
﹂
と
直
ぐ
に
判
別
で
き
ま
し
た
︒

私
は
︑
声
に
な
ら
な
い
声
を
発
し
︑

気
が
付
く
と
夢
か
ら
目
覚
め
︑
夢
の

中
の
出
来
事
は
幻
の
如
く
消
え
去
っ

て
い
ま
す
︒
▼
今
振
り
返
る
と
︑﹁
両

親
の
生
前
に
ど
れ
ほ
ど
の
恩
返
し
が

で
き
た
の
だ
ろ
う
か
﹂︑﹁
両
親
か
ら

は
︑
た
く
さ
ん
の
愛
情
を
注
い
で
も

ら
っ
た
の
に
︑
私
は
忙
し
さ
に
か
ま

け
て
︑
何
も
し
て
や
れ
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
﹂
と
後
悔
の
念
に
苛
ま

れ
て
い
ま
す
︒
▼
依
然
と
し
て
収
束

の
見
え
ぬ
コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
︑
９
月

下
旬
に
単
身
で
お
墓
参
り
を
し
ま
し

た
︒
ひ
と
気
の
な
い
お
墓
は
︑
不
気

味
で
寒
気
さ
え
覚
え
︑
風
で
塔
婆
が

揺
れ
る
た
び
︑
木
々
が
擦
れ
合
う
音

に
背
中
が
ぞ
く
ぞ
く
し
ま
し
た
︒
▼

御
影
石
に
﹁
山
崎
家
﹂
と
刻
ま
れ
た

墓
石
を
洗
い
︑
花
を
手
向
け
︑
線
香

を
供
え
て
手
を
合
わ
せ
る
と
︑
遥
か

遠
く
か
ら
﹁
あ
り
が
と
う
︑
あ
り
が

と
う
﹂
と
︑
囁
き
の
よ
う
な
声
が
漏

れ
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
︒
そ
れ
は
︑

紛
れ
も
な
い
両
親
の
声
で
︑﹁
寂
し

か
っ
た
に
違
い
な
い
︑
会
い
た
か
っ

た
に
違
い
な
い
﹂
と
私
は
解
釈
し
︑

そ
の
声
を
反
芻
し
ま
し
た
︒
没
し
て

も
な
お
︑
私
の
こ
と
を
心
配
し
て
く

れ
て
い
る
両
親
の
深
い
思
い
に
︑
涙

が
滲
み
ま
し
た
︒
▼
そ
れ
以
後
︑
あ

の
不
思
議
な
夢
を
見
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
︑
こ
の
出
来
事
は
頭
の
中

に
深
く
刻
ま
れ
ま
し
た
︒
科
学
的
に

は
説
明
の
つ
か
な
い
出
来
事
で
す

が
︑
私
が
確
か
に
遭
遇
し
た
︑
久
し

ぶ
り
に
両
親
と
心
を
通
わ
せ
た
得
難

い
経
験
で
す
！ 

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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トラガールファイル

　トラック運送業界で様々な
仕事に携わる女性をとりあげ
るこのコーナー。第 28 回目
は、「クレーン付きトラックド
ライバー」のお仕事です。
三津浜運送㈲（愛媛県松
山市）の新居田ありささんが
登場します。

第 28 回 「クレーン付きトラックドライバー」新居田 ありささん（三津浜運送㈲・愛媛県）

7:30
　出社。光宗
社長による乗
務前点呼（写
真①）を受ける。

8:00
　会社から15
分ほどの場所
にある「南営
業所」に移動
し、車両の運
行前点検（写
真②）を行う。

8:30
　南営業所を
出発し、積み
込み地へ向か
う（写真③）。

9:00
　松山市内にある積み込み地（資材置場）に到着。
　同所のスタッフによるフォークリフトを使用した建設用仮
設資材の積み込みを立ち合い確認する。積み込み完了
後、納品先である建設現場へ出発。

10:00
　松山市内の建
設現場に到着。
自らクレーン付きト
ラックで荷降ろし
を行う（写真④
〜⑦）。

11:30
　納品完了後、南営業所へ出発。

12:00
　南営業所へ戻り、昼食休憩をとる。「昼食はトラックの
中でお弁当を食べることが多いです。お弁当はお店で買
ったり、たまに自分で作ったりします」（新居田さん）。

13:00
　午前中に積み込みを行った資材置き場へ出発。到着
後宵積みを行う。

14:00
　宵積み完了後、南営業所へ出発（写真⑧）。

15:00
　南営業所に到着。運行後点検（写真⑨）を行う。

16:40
　帰社し、乗務後点呼（写真⑩）を終えたあと、退社。

新居田さんのある１日の仕事の流れ

資格取得や技術習得で夢・憧れを次々と実現！
「小柄だけどパワフル」な姿に誰もが驚く26 歳

・ 父は高速バスのドライバー、母は「元・タクシードライバー、現
・ダンプトラックドライバー」というプロドライバー一家に育つ。

・ 現在の担当業務は、クレーン付きトラックによる建設用仮設資材
・鋼材の輸送。最近は重機輸送も徐々に担当し始めている。
この日は松山市内のみの運行であったが、建設現場にあわせ、
香川・高知県といった四国島内、時には岡山県への輸送も行う。

・ 仕事をしていてやりがいを感じる瞬間は、「納品先で、『小柄な
のにすごいね』、『頑張ってね』と言われた時」。

・ 学生時代は陸上部で短距離ランナーとして活躍するなど、根っ
からの運動好き。ボルダリング・登山も得意という、アクティブな
一面の持ち主。趣味はドライブで、お気に入りのドライブスポッ
トは、高知・桂浜や「高知県立公園ヤ・シィパーク」。

 担当業務：クレーン付きトラックドラ
イバー（建設用仮設資材・鋼材
輸送）
 勤続年数： １年半
 取得資格：大型自動車免許、小型移
動式クレーン運転技能講習・玉掛け技
能講習・クレーン運転特別教育修了

新居田さんは日々、どのような「トラガールのお仕事。」に携わ
っているのでしょうか。お仕事に1日密着させていただきました。

三津浜運送有限会社
［代表取締役　光宗　敬司］

本社所在地	 愛媛県松山市清住 2-1039-2
資本⾦	 500 万円
設　立	 昭和 45 年 10月27日
従業員数	 17 人（ドラｲバー17 人、うち女性 2人）
車両数	 20 台

逆転の発想逆転の発想！！「重量物輸送だからこそ女性大歓迎」「重量物輸送だからこそ女性大歓迎」
ホームページ開設で未経験者・若年者・女性採用を促進ホームページ開設で未経験者・若年者・女性採用を促進

光宗社長に
訊く！

　初めて女性ドライバーを採用したのは３年前のことです。当社の扱う建設
系の重量物は「重すぎる」ため、男性でも手で運ぶことはありません。手
荷役があったとしても、女性の力でも運べる重さのもので、それ以外はすべ
てリフトやクレーンで運ぶ、「男女差のない仕事である」ということに気づき、
女性ドライバー採用に踏み切りました。現在も当社で日々 業務に励む彼女の存在に
よって、「当社のような建設系輸送でも女性ドライバーが活躍できる」ということが証
明されたため、以降、女性ドライバーを積極的に採用しようと決めました。
　当社は、トラックドライバーとしての
就職を検討している求職者を対象と
したハローワーク主催の会社説明会
に参加しており、新居田とはそこで

出会いました。説明会参加後に当社のホームページ（HP）も
見て応募連絡をくれて、面接・採用に至りました。
　HPは昨年１月に開設したのですが、HPを見て応募→採用
となった未経験者・若年者・女性は２年弱で計４人にのぼりま
す。HPの開設が、採用の増加に直結しています。

新
に い だ

居田 ありささん

トラックに乗りたい一心で倉庫業からの転身
　プロドライバーとして働く両親の姿を見て育ち、子どもの頃か
ら車好きだったという新居田さん。前職は倉庫業で、天井クレ
ーンを使用し、鋼材を大型トラックやトレーラーに積み込む業務
を担当していた。中型免許や玉掛け、クレーン操作の資格はそ
の頃に取得したものだ。

　「前職に就いた動機は、『トレーラーの近くで働きたい』、『クレ
ーンを操作してみたい』という想いからでした。トラックやトレー
ラーに乗りたいという気持ちはずっとあったのですが、未経験者
の、しかも女性をドライバーとして採用してくれる運送会社など
ないと思っていたので、トレーラーを身近に感じて働ける倉庫業
ならと思い就職しました。しかし、仕事で大型トラックやトレーラ
ーを見ているうちに、『やっぱり私も乗りたい』という気持ちが日
に日に強まっていきました」（新居田さん）

　当時勤務していた会社にもトラックを運転する業務はあったが、
女性は同業務に就くことができなかったという。トラックドライバ
ーへの転職を真剣に考えだした頃、ハローワークでトラックドライ
バー志望者を対象とした運送会社の会社説明会が開催されるこ
とを知った新居田さんは、迷わず参加。その説明会には三津浜
運送が出展しており、光宗社長自らが新居田さんと面談し、取
扱貨物や保有車両・業務内容、女性ドライバーが活躍しているこ
となどを説明した。

　「面談の際は、こん
なに小柄で華奢な女
性に重量物輸送ができ
るだろうかと心配にな
りましたが、ボルダリン
グや登山が趣味だと聞
いて驚き、イメージが
一変しました。小柄で
もパワフルで、体力的
にも問題ないだろうと
思わせてくれました」
（光宗社長）

　新居田さんは、説明会の後に見た同社の HPや、女性ドライ
バーが活躍中であるということも後押しとなり、同社の求人に応
募。面接の結果もちろん採用となり、憧れのトラックドライバー
に転身した。

ほかの女性ドライバーがしていない仕事がしたい
　憧れの世界に飛び込み、晴れて実際に働きだした新居田さん。

「諦めきれなかった憧れ」　切り拓いた同社との出会い「諦めきれなかった憧れ」　切り拓いた同社との出会い
未経験者とい
うことで覚え
ることも多く、
研修も大変だ
ったというが、
「自分の好き
なことだから
続けられた」
という。研修
後 は、4トン
の平ボディ車
に乗務。入社
後 3か月で小
型移動式クレ
ーンの資格を
取得し、入社後約 1年が経過した頃、先輩に指導を受けながら
クレーン付きトラックへの乗務を始めた。

　「当社に応募した大きな決め手のひとつに、クレーン付きトラ
ックや重機の運転ができるということがありました。クレーン付き
トラックに乗っている女性ドライバーは、あまり見かけません。私
は『ほかの女性ドライバーがしていない仕事がしたい』と思って
いるので、クレーン付きトラックに乗務できるのはうれしいですし、
前職でのクレーン操作の経験も活かすことができています。クレ
ーン付きトラックに乗って、四国各地や岡山県など、いろいろな
現場に荷物を届けることができるということは、無上の喜びです
ね」（新居田さん）

　同社に入社して1年半が経つ新居田さんを支えているのは、
明るく優しく、そして時には厳しい先輩や同僚たちの存在と、彼
らの誇る「圧巻の職人技」を自らも身に付けたいという想いだ。

　「まるで自分の手のようにクレーンを操作する先輩の姿に憧
れ、日々アドバイスをもらっています。長年この仕事に携わって
いる先輩たちの素晴らしい技術を少しでも吸収して、自分の力
に変えていきたいです。クレーン操作だけでなく、積み込みにお
いてもそうです。先輩たちは、山ほどある形の違う資材を、まる
でテトリスのように並べ方と順序を考え、リフトですくってもらい
やすいように、降ろしやすいように積み込んでいきます。私も早
く先輩たちのように積み込みを極めたいです」（同）

　今夏には自らすすんで大型免許を取得。同社では、免許・資
格の取得を全額補助しており、ステップアップをしやすい環境が
整っている。「ゆくゆくはけん引免許を取得してトレーラーに乗務
し、重機や建設機械を運転するための資格・免許も取得したい」
という新居田さんの夢は、これからもまだまだ広がっていく。
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光宗社長（写真右）と新居田さん（写真左）

新居田さんはこんな人！

　同僚である髙田圭介（たかた・けいすけ）さん（写真右）、
栂村剛志（つがむら・つよし）さん（写真左）は、入社時
期も数か月違いで、3 人とも同社 HPを見て応募し、採用さ
れた。「職場を明るくしてくれるような存在」（髙田さん）だと
いう新居田さん（写真中央）について、後輩にあたる栂村
さんは、「運転技術・クレーン操作ともに、尊敬でき、
刺激をもらえる先輩です」と語ってくれた。

光宗　敬司
代表取締役


